
解
題

近
代
俳
句
史
は
、

明
治
の
俳
壇
を
捉
え

た
く
な
る
。
だ
が
明

り
で
あ
る
。

本
稿
は
明
治
の
俳

あ
る
。
俳
句
文
学
館

て
い
る
第
一
巻
第
八

一
二
）
は
早
稲
田
大

貴
重
な
資
料
の
閲
覧

上
げ
ま
す
。 〈

資
料
紹

〈
資

正
岡
子
規
と
弟
子
達
で
事
足
り
る
。
そ

る
と
、
当
時
か
ら
子
規
等
が
人
気
を
集

治
三
二
年
「
太
陽
」
で
の
俳
人
人
気
投

諧
結
社
「
秋
声
会
」
の
準
機
関
誌
「
俳

所
蔵
の
資
料
に
基
づ
い
て
作
成
し
、
同

号
（
明
治
三
四
・
九
）、
第
二
巻
第
八

学
中
央
図
書
館
所
蔵
の
資
料
を
使
用
さ

及
び
総
目
次
の
作
成
を
快
諾
下
さ
っ
た

介
「
俳
声
」
総
目
次

料
紹
介
「
俳
声
」
総
目

｜
｜
明
治
の
俳
諧
結
社
「
秋
声

う
い
う
通
説
か
ら

め
て
い
た
と
思
い

票
は
、
以
下
の
通

二
八
八

二
〇
九

子
規
一
派

二
人
中
八
人

は
小
説
家
で

俳
諧
宗
匠
。

声
」
の
総
目
次
で

館
で
欠
号
と
な
っ

号
（
明
治
三
五
・

せ
て
い
た
だ
い
た
。

両
館
に
深
謝
申
し

○
「
明
治

七
二
八

六
五
六

五
六
一

四
二
二

次会
」
の
準
機
関
誌
に
つ
い
て

七

大
野

洒
竹
君
※

二
七
三
六

九

内
藤

鳴
雪
君

一
九
七
一

は
子
規
と
内
藤
鳴
雪
の
二
人
。
一
方
、

｜
｜
脈
絡
の
な
い
集
ま
り
で
は
あ
る
が

、
老
鼠
堂
永
機
、
春
秋
庵
幹
雄
、
花
の

弁
護
士
の
聴
雨
窓
竹
冷
に
、
俳
句
結
社

十
二
傑
投
票
（
確
定
披
露
）」

○
十
二
俳
仙
投
票

三

老
鼠
堂
永
機
君
※

六
六
四
七

九

春
秋
庵
幹
雄
君
※

六
三
八
二

三

花
の
本
聴
秋
君
※

五
二
八
一

〇

巖
谷

小
波
君
※

三
八
〇
九 一

｜
｜

青

木

幸
堂

得
知
君

桂
花
園
桂
花
君

（
※
は
引
用
者
注
）

※
を
付
し
た
俳
人
達
は
一

。
尾
崎
紅
葉
と
巌
谷
小
波

本
聴
秋
、
雪
中
庵
雀
志
は

「
筑
波
会
」
に
出
入
り
す

正
岡

子
規
君

尾
崎

紅
葉
君
※

聴
雨
窓
竹
冷
君
※

雪
中
庵
雀
志
君
※

二
四

亮

人
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以
下
に
秋
声
会
の

秋
声
会
は
、
結
成

二
十
八
年
の
秋
、
友

秋
声
会
な
る
新
俳
社

を
推
薦
し
て
お
い
た

秋
声
会
の
機
関
誌

四

三
五
）「
卯
杖
」

宰
の
俳
誌
で
あ
り
、

「
卯
杖
」
と
比
べ
、「

あ
り
、
管
見
で
は
必

よ
う
な
「
俳
声
」
を

明
治
俳
諧
研
究
に
益

誌
「
俳
声
」
に
幾
度

運
ぶ
俳
人
達
だ
っ
た

近
代
俳
句
研
究
に

の
彼
等
の
名
声
に
比

に
弁
護
士
ま
で
列
席

史
か
ら
も
は
み
出
る

諧
を
弄
ぶ
人
士
が
広

る
古
俳
書
蒐
集
家
の

介
「
俳
声
」
総
目
次

経
緯
を
ま
と
め
、「
俳
声
」
の
概
略
を

時
か
ら
参
加
し
た
巌
谷
小
波
の
回
想

人
紅
葉
か
ら
の
手
紙
に
、
今
度
角
田
竹

を
興
す
事
に
な
り
、
わ
が
紫
吟
社
か
ら

か
ら
、
其
心
算
で
居
る
様
に
と
云
ふ

は
「
秋
の
声
」（
明
治
二
九

三
〇
）

（
明
治
三
六

四
二
）
が
あ
る
が
、

正
確
に
は
機
関
誌
で
は
な
い
。
そ
の
た

俳
声
」
は
二
誌
の
橋
渡
し
的
存
在
と
し

ず
し
も
注
目
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が

総
目
次
と
し
て
整
理
す
る
事
で
、
秋
声

す
る
所
が
あ
れ
ば
と
願
う
も
の
で
あ
る

と
な
く
名
を
見
せ
、
多
く
は
秋
声
会
と

。お
い
て
秋
声
会
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
事

し
て
扱
わ
れ
る
の
が
稀
な
の
は
、
俳
諧

す
る
秋
声
会
が
、
い
わ
ゆ
る
文
学
史
か

か
ら
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
ゆ
え
に
秋
声

範
で
あ
り
、
多
様
で
も
あ
っ
た
事
を
示

大
野
洒
竹
｜
｜
し
か
し
彼
ら
は
二
年
後述

べ
た
い
。

に
よ
れ
ば
、「
明
治

冷
氏
と
謀
つ
て
、

は
、
君
と
眉
山
と

事
で
あ
つ
た
」。
小

り
撰
ば

護
士
組

尽
力
す

議
員
に

社
監
査

「
俳
声
」（
明
治
三

「
俳
声
」
は
個
人
主

め
「
秋
の
声
」
や

て
扱
わ
れ
が
ち
で

た
い
。
本
稿
は
か

会
と
、
ひ
い
て
は

。

す
君
乃

る
や
之

り
此
年

置
委
員

京
医
会

区
学
校

代
言
会

い
う
集
い
に
足
を

は
少
な
い
。
当
時

宗
匠
か
ら
小
説
家

ら
も
、
近
代
俳
句

会
は
、
明
治
に
俳

す
存
在
で
あ
る
。

て
之
を
発
企

一
）
等
で
詩

田
真
平
、
号

を
歴
任
し
つ

君
は
東

応
じ
及

社
社
長

に
創
刊
さ
れ
た
俳

波
と
同
じ
く

一

れ
て
衆
議
院
議
員
と
な
る
二
十
九
年
二

合
を
脱
す
此
年
渡
邉
洪
基
氏
等
と
日
本

る
所
あ
り
三
十
二
年
再
び
弁
護
士
登
録

当
選
し
市
部
会
議
長
に
挙
げ
ら
れ
現
に

役
た
り
君
又
俳
諧
を
能
く
し
聴
雨
窓
竹

ち
原
告
代
言
人
と
し
て
名
声
都
鄙
に
鳴

に
賛
し
大
に
党
勢
の
拡
張
を
図
る
後
同

神
田
区
々
会
議
員
と
為
り
十
七
年
東
京

を
兼
ね
又
市
区
改
正
委
員
築
港
調
査
委

の
興
る
や
之
が
法
律
顧
問
た
り
爾
来
神

委
員
、
日
本
監
獄
協
会
議
員
、
大
日
本

長
、
東
京
市
会
議
員
等
に
推
薦
せ
ら
れ

す
」
と
記
し
て
い
る
。「
残
花
」
は

人
と
し
て
名
を
馳
せ
た
戸
川
残
花
だ
が

は
聴
雨
窓
竹
冷
、
弁
護
士
を
本
業
と
し

つ
俳
諧
に
も
深
く
打
ち
込
む
趣
味
人
だ

京
の
弁
護
人
に
し
て
前
議
士
な
り
（
略

第
し
て
免
許
を
受
く
爾
後
専
ら
訴
訟
事

福
地
源
一
郎
氏
の
東
京
組
合
代
言
人
誹

初
期
か
ら
参
加
し
た
岡
野
知
十
は
「
角

二
五

月
其
職
を
辞
し
尋
ね
て
弁

織
物
株
式
会
社
の
設
立
に

を
得
此
年
七
月
東
京
府
会

其
職
に
あ
り
東
亜
石
油
会

冷
と
号
す
方
今
新
派
の
宗

る
翌
年
立
憲
改
進
党
の
起

党
評
議
員
又
事
務
委
員
た

府
会
議
員
に
挙
け
ら
れ
当

員
等
に
撰
ば
る
二
十
年
東

田
区
衛
生
会
幹
事
、
神
田

教
育
会
議
員
、
東
京
組
合

二
十
五
年
府
下
第
七
区
よ

「
文
学
界
」（
明
二
六

三

、「
竹
冷
」
は
本
名
を
角

、
市
会
議
員
、
府
会
議
員

っ
た
。

）
十
三
年
代
言
人
試
験
に

務
に
従
事
す
十
四
年
日
報

毀
事
件
に
関
し
訴
訟
を
興

田
竹
冷
戸
川
残
花
主
と
し



一
我
秋
声
会
は

し
て
詞
調
の
新

詞
海
の
狂
瀾
を

雅
を
振
ひ
興
さ

さ
ず

風
雅
に
辱
め
ら
れ

る
と
い
う
の
で
あ
る

か
よ
う
な
竹
冷
が

に
意
気
投
合
し
た
と

（
明
治
二
三
）
以
来
、

鏡
花
等
と
紫
吟
社
を

紅
葉
は
、
高
山
樗
牛

嘆
ぜ
し
め
る
ほ
ど
俳

明
治
二
八
年
一
〇

〈
資
料
紹

匠
た
り
曾
て
秋

竹
冷
は
公
務
の
傍

崎
紅
葉
等
と
「
読
売

躍
し
て
い
た
。
彼
は

そ
の
き
ら
び
や
か
な

の
だ
ろ
う
。

な
る
べ
く
広
く
俳
諧
を
研
究
せ
ん
と
し

古
及
び
世
に
云
ふ
門
派
の
異
同
は
問
ふ

既
倒
に
か
へ
し
琴
柱
に
謬
す
る
の
陋
見

ん
事
を
期
す
る
も
の
な
り
故
に
妄
り
に

る
者
と
し
て
門
戸
は
問
わ
ず
、
広
く
江

。
こ
れ
に
弁
護
士
板
倉
酔
月
や
大
審
院

残
花
と
共
に
謀
り
、
紅
葉
へ
働
き
か
け

い
う
。
紅
葉
は
硯
友
社
の
同
人
雑
誌

俳
諧
に
親
し
ん
で
お
り
、
小
栗
風
葉

結
成
、「
読
売
新
聞
」
等
に
盛
ん
に
句

に
「
爾
来
彼
を
呼
ぶ
に
早
く
宗
匠
を
以

諧
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
。

月
、
彼
ら
は
以
下
の
主
旨
の
下
に
知
人

介
「
俳
声
」
総
目
次

声
会
を
組
織
し
雑
誌
「
秋
の
声
」
を
発

ら
、
明
治
三
〇
年
前
後
に
は
「
毎
日
新

新
聞
」
懸
賞
俳
句
選
者
も
務
め
る
な
ど

先
の
「
太
陽
」
人
気
投
票
で
六
位
に
入

経
歴
と
俳
諧
の
組
み
合
わ
せ
が
人
々
に

て
起
れ
る
も
の
に

所
に
あ
ら
ず
偏
に

を
去
り
て
真
の
風

毛
嫌
ひ
す
る
を
許

湖
に
人
士
を
求
め

判
事
川
村
烏
黒
、

が
、
も
と
よ

に
す
る
の
は

派
の
区
別
は

サ
ロ
ン
の
様

残
花
氏
か
ら

子
潭
龍
子
抔

す
る
（
二
）

た
と
こ
ろ
、
大
い

「
江
戸
む
ら
さ
き
」

や
柳
川
春
葉
、
泉

を
載
せ
て
い
た
。

て
す
べ
き
也
」
と

達
へ
呼
び
か
け
た
。

会
に
独
特
の

明
治
二
八

新
聞
」
に
連

子
規
や
紅
葉

「
新
派
」
は
明

否
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

刊
す

聞
」
選
者
や
、
尾

俳
人
と
し
て
も
活

選
し
て
い
る
が
、

魅
力
的
に
映
っ
た

硯
友
社
系
の

会
」
に
属
す

松
宇
ら
も
加

た
。だ

が
竹
冷

て
募
る
と
い

り
彼
ら
は
俳
諧
を
ひ
ね
る
デ
ィ
レ
ッ
タ

趣
味
を
通
わ
せ
る
俳
人
で
あ
れ
ば
よ
い

重
要
で
は
な
く
な
る
。
つ
ま
り
秋
声
会

相
を
呈
し
た
と
こ
ろ
に
そ
の
独
特
さ
が

促
さ
れ
て
、
そ
の
第
一
会
に
列
し
た
、

も
加
は
る
の
で
こ
の
会
の
主
と
す
る
所

連
句
を
研
究
す
る
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た

気
分
を
醸
成
さ
せ
る
事
に
な
る
。

年
一
〇
月
と
い
え
ば
、
岡
野
知
十
が

載
し
、
俳
壇
が
二
派
に
区
切
ら
れ
る
よ

は
「
新
派
」、
宗
匠
株
を
戴
く
俳
諧
宗

治
に
あ
っ
て
肯
定
す
べ
き
派
、「
旧
派

派
と
、
呼
称
に
価
値
判
断
が
入
り
込
ん

秋
声
会
は
か
よ
う
な
区
分
か
ら
す
れ
ば 一

作
家
が
応
え
、
東
京
帝
国
大
学
出
身

る
大
野
洒
竹
、
子
規
も
出
入
り
し
て
い

わ
り
、
結
果
と
し
て
秋
声
会
は
俳
壇
の

や
紅
葉
ら
が
求
め
る
人
士
と
は
、
明
確

う
よ
り
、
交
際
上
に
お
け
る
気
安
い
誘

ン
ト
で
あ
り
、
俳
席
を
共

わ
け
で
、
自
然
、
新
旧
両

は
、
新
旧
両
派
が
交
わ
る

あ
っ
た
。
知
十
が
「
僕
は

旧
派
の
方
か
ら
は
故
松
江

は
、（
一
）
新
旧
を
調
和

」
と
回
想
す
る
の
は
、
か

「
俳
諧
風
聞
記
」
を
「
毎
日

う
に
な
っ
た
頃
で
あ
る
。

匠
は
「
旧
派
」
と
さ
れ
、

」
は
江
戸
の
残
滓
と
し
て

で
、
俳
壇
は
二
分
さ
れ
た

「
新
派
」
に
属
す
る
。
だ

二
六

者
を
中
心
に
し
た
「
筑
波

た
「
椎
の
友
会
」
の
伊
藤

一
大
結
社
と
し
て
発
足
し

な
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
則
っ

い
だ
っ
た
。
そ
れ
が
秋
声
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っ
た
天
明
期
の
蕪
村

す
れ
ば
「
秋
の
声
」

秋
声
会
の
会
員
数

「
今
日
迄
に
俳
席
二
十

あ
る
。
会
員
数
を
そ

楽
天
居
記

附
録

七
部
集
連
句
注

創
刊
号
に
宗
鑑
や

和
」「
連
句
の
研
究
」

集
注
釈
に
は
「
炭
俵

人
が
手
が
け
る
も
の

秋
声
会
の
初
機
関

六
判
型
、
唐
紙
仮
袋

奥
付
に
は
明
治
二
九

発
行
兼
編
輯
人
今
澤

行
所
万
巻
堂
。
定
価

は
し
か
き

聴
雨
窓
漫
話

よ
う
な
秋
声
会
の
気

介
「
俳
声
」
総
目
次

を
取
り
上
げ
、
発
句
の
鑑
賞
に
熱
中
し

は
古
色
蒼
然
に
映
っ
た
ろ
う
。

は
正
確
に
は
不
明
だ
が
、
一
号
（
明
治

六
会
出
席
す
る
者
恒
に
十
五
名
よ
り

の
ま
ま
句
作
者
数
と
す
る
な
ら
、
存
外

小
波

俳
句

釈

支
考
発
句
集

支
考
、
蕉
門
七
部
集
を
取
り
上
げ
る

を
旨
と
す
る
秋
声
会
の
姿
勢
の
表
れ

」
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
江

だ
っ
た
。「
新
派
」
の
子
規
等
は
、
従

誌
は
、
明
治
二
九
年
「
秋
の
声
」
で
あ

綴
の
体
裁
、
表
紙
の
「
秋
の
声
」
は
紅

年
一
〇
月
三
〇
日
印
刷
、
明
治
二
九
年

瀧
次
郎
、
印
刷
人
近
藤
圭
造
、
印
刷
所

は
一
部
七
銭
。

紅
葉

山
崎
宗
鑑

竹
冷

青
燈
余
影

分
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

た
が
、
彼
ら
か
ら

二
九
・
一
一
）
に

廿
七
名
と
す
」
と

少
な
か
っ
た
事
が

「
俳
声
」
創

日
印
刷
発
行

所
は
俳
声
発

誌
で
あ
る
。

は
四
丁
の
親

の
は
、「
新
旧
の
調

で
あ
ろ
う
。
七
部

戸
以
来
多
く
の
俳

来
顧
み
ら
れ
な
か

い
」
と
い
う

サ
ロ
ン
の
彙

刊
し
て
し
ま

以
後
し
ば

え
が
ち
に
な

俳
誌
が
「
俳

っ
た
。

る
。
第
一
号
は
四

葉
の
筆
に
よ
る
。

一
一
月
三
日
発
行
、

近
藤
活
版
所
、
発

洒
竹

四
丁

者
は
秋
声
会

大
結
社
だ
っ

え
る
。「
秋
の

て
い
る
が
、

事
で
あ
り
、

後
年
、
小

も
悪
か
ら
ず

窺
え
る
。
子

一

刊
号
は
菊
判
型
で
六
〇
頁
、
奥
付
に

と
あ
る
。
編
輯
兼
発
行
人
松
田
寅
熊
、

行
所
。
正
確
に
は
秋
声
会
の
機
関
誌
で

だ
が
紅
葉
が
「『
俳
声
』
と
申
す
雑
誌

友
に
て
、
竹
嶼
と
申
す
人
出
版
者
也
、

評
は
、「
秋
の
声
」
の
性
格
を
う
ま
く

報
に
も
似
た
「
秋
の
声
」
は
、
十
号

っ
た
。

ら
く
秋
声
会
は
主
立
っ
た
雑
誌
を
持
た

っ
た
ら
し
い
。
か
よ
う
な
折
に
会
員
の

声
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
新
旧
の
調
和

よ
り
遙
か
に
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
秋
声

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
要
は
知
己
が
頼

声
」
は
三
号
（
明
治
三
〇
・
一
）
か

裏
を
返
せ
ば
そ
れ
ま
で
会
員
以
外
の
投

や
は
り
同
人
間
で
愉
し
む
俳
誌
だ
っ
た

波
は
「
同
人
雑
誌
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が

」
と
回
想
し
て
い
る
。「
同
人
雑
誌
」

規
の
擁
す
る
「
日
本
」
雑
詠
欄
に
は
多

二
七

は
明
治
三
四
年
二
月
二
〇

印
刷
人
大
野
喜
六
、
発
行

は
な
く
、
竹
嶼
主
宰
の
俳

近
々
発
行
の
筈
に
て
、
是

い
は
ゞ
秋
声
会
の
機
関
同

言
い
当
て
て
い
る
。
結
局
、

（
明
治
三
〇
・
一
〇
）
で
終

ず
、
徐
々
に
会
合
も
途
絶

松
田
竹
嶼
が
立
ち
上
げ
た

」
を
よ
り
示
す
も
の
と
な

会
は
、
俳
壇
と
し
て
は
一

り
の
サ
ロ
ン
だ
っ
た
と
言

ら
一
般
の
投
句
を
募
集
し

句
を
必
要
と
し
な
か
っ
た

と
い
え
よ
う
。

、
体
裁
の
好
い
の
で
評
判

で
あ
り
つ
つ
「
体
裁
の
好

く
の
投
句
が
あ
り
、
句
作



紅
梅
の
朱
唇
美

新
旧
派
合

解
合
へ
は
同
じ

序
開
き
や
霰
の

月
と
梅
顔
の
揃

鶯
や
う
き
世
の

は
し
め
か
ら
根

創
刊
第
一
号
は
、

し
ら
わ
れ
た
。
子
規

禄
の
芭
蕉
を
表
紙
に

「
秋
の
声
」
よ
り
一
歩

ら
の
祝
句
が
掲
げ
ら

俳
声
を
聞
な
ら

俳
声
の
発

〈
資
料
紹

様
の
者
に
候
」
と
記

た
。
発
行
人
の
松
田

州
熊
本
で
生
ま
れ
て

事
に
就
く
が
、「
俳
声

「
松
田
竹
の
嶋
人
」
と

四

同
一
五
）
等
を

し
春
の
風

同
の
雑
誌
を
祝
す

流
の
雪
舞
か
な

幕
の
を
り

そ

ひ
し
詩
人
か
な

夢
を
さ
ま
す
声

つ
く
ふ
り
あ
り
さ
し
柳

表
紙
か
ら
裏
表
紙
に
か
け
て
芭
蕉
の

が
顕
彰
し
た
蕪
村
や
大
祗
と
い
っ
た
俳

掲
げ
る
の
は
「
秋
の
声
」
以
来
の
姿
勢

進
め
た
洒
脱
な
意
匠
で
あ
る
。
巻
頭

れ
た
。

夜
た
ゞ
花
の
中

刊
を
祝
し
て

介
「
俳
声
」
総
目
次

し
た
よ
う
に
、
周
囲
は
秋
声
会
の
機
関

寅
熊
は
俳
号
竹
嶼
、
本
名
は
白
井
寅
雄

い
る
。
高
等
商
業
高
校
卒
業
後
は
会
社

」
創
刊
時
に
は
俳
諧
に
深
く
打
ち
込

い
う
名
で
小
説
「
黒
駒
の
勝
蔵
」（「

手
が
け
て
い
る
。

洒
竹

幹
雄

四
丁

愚
仏

機
一

雀
志

文
学
士

「
幻
住
庵
記
」
が
あ

人
で
は
な
く
、
元

で
あ
り
、
し
か
も

に
は
計
二
三
名
か

永
機

執
筆
者
一
覧

本
誌
毎

左
の
通

文
学
士

誌
と
見
な
し
て
い

、
明
治
六
年
に
九

で
経
理
関
係
の
仕

ん
で
い
た
。
後
年

都
新
聞
」、
大
正
一

香
に
立

幾
つ
か
を

中
庵
雀
志
等

雑
誌
を
祝
す

を
も
っ
て
迎

の
混
淆
を
も

岡
野
知
十
君

春
秋
庵
幹
雄

内
田
魯
庵
君

四
海
庵
天
六

大
谷
繞
石
君

其
角
堂
機
一

森

無
黄
君

雪
中
庵
雀
志

井
上
秋
剣
君

一
桜
居
許
什

大
野
洒
竹
君

双
柳
園
晩
香

鵜
澤
四
丁
君

稲
の
家
悟
友

に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

号
に
寄
稿
及
び
俳
句
選
抜
を
諾
せ
ら
れ

り
久
保
天
随
君

半
日
庵
芳
律

尾
崎
紅
葉
君

吏
登
齋
碧
海

伊
藤
松
宇
君

完
花
亭
半

瀧
川
愚
仏
君

老
鼠
堂
永
機 一

つ
は
日
の
恵
み
な
り
梅
の
花

抜
粋
し
た
が
、
老
鼠
堂
永
機
、
春
秋
庵

は
江
戸
以
来
の
名
門
を
継
ぐ
宗
匠
達
で

」
と
い
う
幹
雄
の
口
吻
か
ら
は
、「
旧

え
た
だ
ろ
う
事
が
窺
え
る
。「
俳
声
」

っ
て
特
色
と
し
、
そ
れ
は
第
一
巻
第
二

宗
匠

宗
匠

宗
匠

宗
匠

宗
匠

宗
匠

宗
匠

た
る
斯
道
大
家
の
諸
氏
は

宗
匠

宗
匠

宗
匠

宗
匠

二
八

竹
嶼

幹
雄
、
其
角
堂
機
一
、
雪

あ
り
、「
新
旧
派
合
同
の

派
」
が
「
俳
声
」
を
好
意

は
創
刊
時
か
ら
新
旧
両
派

号
（
明
治
三
四
・
三
）
の
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な
お
「
俳
声
」
と

と
音
が
重
な
る
た
め

規
門
下
の
石
井
露
月

両
誌
の
や
り
と
り
は

言
い
合
い
に
終
わ
っ

へ
の
姿
勢
を
見
せ
る

が
許
六
編
「
風
俗
文

の
発
句
か
ら
百
句
を

井
上
は
そ
の
冒
頭
を

神
代
の
事
も
お
も
は

歌
仙
の
式
を
説
き
、

「
ホ
ト

ギ
ス
」
で
は

角
田

在
独
逸

岩
谷

秋
元

菜
窓

戸
川

森

か
よ
う
な
「
俳
声

川
村

介
「
俳
声
」
総
目
次

い
う
題
が
秋
田
県
の
俳
誌
「
俳
星
」

、
両
誌
で
些
か
の
や
り
と
り
が
あ
っ

の
主
宰
で
あ
り
、
題
は
子
規
の
命
名
に

秋
声
会
と
子
規
派
の
対
立
の
様
相
を
呈

て
い
る
。

こ
と
と
な
っ
た
。
長
く
連
載
さ
れ
た
も

選
」
を
注
釈
を
交
え
て
繙
く
「
風
俗

抜
い
た
井
上
秋
剣
「
新
選
俳
諧
百
人
一

「
風
寒
し
破
れ
障
子
の
神
無
月

山

る

荒
木
田
守
武
」
で
飾
っ
て
い
る

雪
中
庵
雀
志
が
雪
門
で
歌
仙
を
巻
く

考
え
ら
れ
な
い
角
度
か
ら
の
俳
諧
の

竹
冷
君

夜
鶴
庵
覚
齋
宗
匠

小
波
君

太
白
堂
桃
年
宗
匠

洒
汀
君

不
白
軒
梅
年
宗
匠

無
角
君

花
の
本
聴
秋
宗
匠

残
花
君

不
白
軒
梅
年
宗
匠

猿
男
君

七
十
二
峰
庵
十
湖
宗

」
は
、
子
規
等
の
「
ホ
ト

ギ
ス
」
と

烏
黒
君

夜
雪
庵
金
羅
宗
匠

（
明
治
三
三
創
刊
）

た
。「
俳
星
」
は
子

よ
る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
、
互
い
の

第
五

第
六

の
に
、
久
保
天
随

文
選
釈
義
」、
古
今

首
」
が
あ
る
が
、

崎
宗
鑑
」「
元
朝
や

。
完
華
亭
半

が

な
ど
、「
俳
声
」
は

親
炙
を
示
し
た
。

○
俳
声

第
一

第
二

第
三

第
四

匠
（
順
不
同
）

は
異
な
る
古
俳
諧

号
（
明
治
三

四
・
七
）
に

三
）
に
は
其

を
窺
う
事
が

執
筆
者
陣

後
見
と
し
て

会
と
命
名
、

古
俳
諧
の

一

本
会
々
員
た
ら
ん
と
欲
す
る
人
は
何
人

得会
員
は
入
会
の
節
宿
所
姓
名
雅
号
を
明

拾
銭
を
添
へ
申
込
む
へ
し

但
し
例
会
々
費
は
出
席
の
会
員
の
み

会
々
則

本
会
は
俳
声
会
と
称
し
俳
諧
を
研
究
せ

に
成
る

本
会
は
雑
誌
俳
声
を
以
て
是
れ
が
機
関

本
会
は
隔
月
或
は
毎
月
例
会
を
開
き
斯

本
会
例
会
に
は
斯
道
大
家
の
出
席
を
乞

と
兼
題
及
ひ
即
吟
俳
句
の
選
評
を
乞
ひ

四
・
五
）
に
は
蓼
太
賛
月
岡
雪
鼎
、

は
西
山
宗
因
・
斎
藤
徳
元
短
冊
、
第
二

角
・
嵐
雪
大
短
尺
絵
表
装
二
幅
対
な
ど

で
き
る
。

は
お
お
む
ね
秋
声
会
会
員
と
宗
匠
達
だ

、
秋
声
会
と
は
別
の
集
い
を
立
ち
上
げ

以
下
の
会
則
を
設
け
た
。

文
物
に
傾
倒
し
た
の
も
「
俳
声
」
の
特

二
九

に
て
も
入
会
す
る
こ
と
を

記
し
入
会
金
と
し
て
金
五

に
実
費
を
申
受
く
べ
く
別

ん
と
欲
す
る
も
の

団
結

雑
誌
と
為
す

道
の
研
究
を
為
す

ひ
俳
道
有
益
の
談
話
あ
る

其
他
趣
味
あ
る
余
興
あ
り

第
一
巻
第
六
号
（
明
治
三

巻
第
三
号
（
明
治
三
五
・

が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
片
鱗

っ
た
が
、
や
が
て
俳
誌
の

る
事
と
な
る
。
会
は
俳
声

色
で
あ
る
。
第
一
巻
第
四



第
十

小
石
川

す
本
会

尾
崎
紅
葉
君

岡
野
知
十
君

君

森
猿
男
君

ず

第
八

会
員
に

兼
題
の

会
員

を
乞

第
九

地
方
に

選
し
て

〈
資
料
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段
毎

声
は

た
る

第
七

本
会
々

利
を
有

会
員

区
武
嶋
町
十
五
番
地
俳
声
発
行
所
を
以

俳

声

会

名
誉
会
員

角
田
竹
冷
君

久
保
天
随
君

伊
藤
松

齋
藤
松
洲
君

川
村
烏
黒
君

瀧
川
愚

大
野
洒
竹
君

戸
川
残
花
君

鵜
澤

し
て
遠
隔
の
地
に
在
り
例
会
に
出
席
し

出
句
迄
に
止
め
置
き
左
の
特
権
を
与
ふ

十
名
以
上
の
詠
句
は
隔
月
一
回
無
料
に

ふ
こ
と
を
得

支
部
を
置
き
会
の
拡
張
を
計
る
其
支
部

更
に
委
託
す
べ
し

介
「
俳
声
」
総
目
次

月
会
費
と
し
て
納
む
る
に
及
は
す
従
つ

最
寄
売
捌
店
又
は
本
社
直
接
に
購
読
せ

べ
し

員
は
例
会
の
兼
題
俳
句
を
出
吟
し
得
る

す外
の
者
は
如
何
な
る
情
実
あ
る
も
例
会

て
本
会
本
部
と
為

宇
君

森
無
黄
君

仏
君

小
島
無
角

四
丁
君

井
上
秋

み
を
見
出
す

さ
て
秋
声

竹
嶼
宅
で
第

会
、
及
び
同

会
が
催
さ
れ

五
・
五
）
に

れ
て
い
る
。

能
は
ざ
る
人
に
は

し
て
大
家
の
選
評

長
は
本
会
よ
り
人

合
に
力
を
入

句
合
と
は

句
作
者
が
判

者
を
務
め
、

一
二
年
）、『

た
が
、
し
か

さ
ば
く
遊
戯

て
其
機
関
た
る
俳

ら
る
ゝ
と
も
随
意

と
当
日
出
席
の
権

に
出
席
す
る
を
得

剣
君

名
誉
会
員

人
脈
を
つ
て

多
く
名
を
連

し
つ
つ
、
一

そ
れ
ゆ
え
「

も
の
だ
っ
た
。

会
か
ら
独
立
し
た
俳
声
会
は
、
明
治
三

一
回
例
会
、
同
三
五
年
二
月
二
一
日
に

三
五
年
四
月
一
三
日
に
「
俳
声
会
観
桜

、
多
く
の
会
員
が
駆
け
つ
け
た
。
ま
た

は
、
今
後
例
会
を
毎
月
一
回
、
竹
嶼
宅

し
か
し
月
ご
と
の
例
会
は
不
首
尾
に
終

れ
た
事
で
あ
る
。

左
右
に
俳
句
を
合
わ
せ
、
判
者
に
勝
敗

者
を
兼
ね
る
事
も
あ
る
が
、「
俳
声
」

読
者
か
ら
の
投
吟
を
さ
ば
い
た
。
蕉
門

句
兄
弟
』（
元
禄
七
年
）
を
慕
っ
た
か

し
そ
れ
は
厳
密
に
優
劣
を
問
う
の
で
は

め
い
た
手
つ
き
に
、
投
吟
句
が
秤
に
掛 一

（
順
な
し
）

に
は
巌
谷
小
波
、
丸
岡
九
華
、
内
田
魯

に
広
が
る
一
方
、
新
入
会
員
に
は
主
に

ね
て
い
る
。「
俳
声
」
は
「
秋
の
声
」

般
に
も
門
戸
を
広
げ
、
誌
面
を
活
気
付

俳
声
」
は
創
刊
号
か
ら
一
般
の
投
吟
句

四
年
一
二
月
一
日
に
松
田

上
野
無
極
亭
で
第
二
回
例

俳
席
」
と
し
て
第
三
回
例

第
二
巻
第
五
号
（
明
治
三

に
て
催
す
広
告
が
掲
げ
ら

わ
っ
た
。
と
い
う
の
も
紅

を
委
ね
る
作
法
で
あ
る
。

は
俳
声
会
名
誉
会
員
が
判

の
『
貝
お
ほ
ひ
』（
寛
文

の
よ
う
な
傾
倒
ぶ
り
だ
っ

な
く
、
判
者
と
し
て
句
を

け
ら
れ
る
事
自
体
に
愉
し

三
〇

庵
も
加
わ
り
、
秋
声
会
の

東
京
在
住
の
一
般
会
員
が

の
サ
ロ
ン
の
気
分
を
生
か

け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

を
募
っ
た
が
、
特
色
は
句
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の

に
な
つ
て
仕
舞

く
ほ
ど
の
苦
境
だ
っ

た
」
と
記
す
が
、
管

ら
く
第
二
巻
第
八
号

消
息
は
詳
か
に
し
な

致
し
置
き
候
も

た
る
に
て
実
際

候
本
来
第
二
巻
第
六

に
ず
れ
こ
み
、
続
く

ず
れ
こ
ん
で
い
る
。

の
間
辛
苦
に
艱
難
を

竹
や
小
波
と
い
っ
た

例
会
の
不
調
と
示

雑
誌
の
運
営
が
思
わ

投
稿
し
な
く
な
り
、

旨
が
記
さ
れ
る
よ
う

降
は
遅
刊
が
目
立
ち

本
号
表
紙
に
は

葉
は
す
で
に
病
が
悪

介
「
俳
声
」
総
目
次

ふ
」
と
ま
で
記
さ
れ
、
こ
の
頃
は
す
で

た
事
が
窺
え
る
。
村
山
古
郷
は
「
第
二

見
で
確
認
し
え
た
の
は
第
二
巻
第
八
号

か
ら
ほ
ど
な
く
終
刊
し
た
と
考
え
ら
れ

い
。

の
に
て
今
更
変
更
も
出
来
難
く
其
儘
此

の
発
行
は
八
月
廿
七
日
に
有
之
候
條
左

号
は
明
治
三
五
年
六
月
末
の
発
行
だ
が

第
二
巻
第
七
号
は
一
〇
月
、
第
二
巻
第

第
二
巻
第
八
号
に
は
「
今
廃
刊
し
た
な

積
ん
で
今
日
ま
で
至
ら
し
め
た
の
が
、

名
誉
会
員
も
軒
並
み
欠
席
を
重
ね
た
か

し
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
明
治
三
五
年
も

し
く
な
く
な
っ
て
い
た
。
紅
葉
や
竹
冷

た
め
に
一
般
会
員
や
新
進
作
家
に
多
く

に
な
る
。
加
え
て
第
二
巻
第
六
号
（
明

は
じ
め
た
。

七
月
卅
一
発
行
と
之
有
候
得
共
実
際
表

化
、
竹
冷
は
多
忙
を
極
め
て
例
会
に
顔

に
廃
刊
が
ち
ら
つ

巻
九
号
で
廃
刊
し

ま
で
で
あ
り
、
恐

る
が
、
そ
の
後
の

声
」
の
一
般

人
達
に
も
、

つ
い
に
上
梓

「
俳
声
」
の

仙
を
巻
き
、

表
紙
を
使
用
致
し

様
御
了
承
被
下
度

、
実
際
は
八
月
末

八
号
は
一
二
月
に

ら
ば
自
分
が
二
年

虻
蜂
取
ら
す
の
水

俳
諧
実

蕪
村
の

緑
陰
落

附
録
（

多
く
は
「

藻
を
示
す
た

扇
」
を
題
に

ら
で
あ
る
。

半
ば
を
過
ぎ
る
と

等
の
名
誉
会
員
が

俳
句
や
文
を
募
る

治
三
五
・
七
）
以

紙
は
と
く
に
印
刷

奥
付
は
明
治

輯
兼
発
行
人

発
行
所
。「
俳

俳
諧
二

借
宅
庵

恋
句
に

俳
席
雑

を
出
さ
な
い
。
洒

な
お
「
俳

一

募
集
句
で
各
三
光
（「
天
地
人
」
の
上

時
折
贈
呈
さ
れ
た
。
叢
書
は
第
二
篇
の

さ
れ
な
か
っ
た
。

俳
人
達
は
新
旧
両
派
の
別
な
く
交
わ

句
合
に
興
じ
る
と
み
れ
ば
、
短
冊
や
文

な
し
柿

松
田
竹
嶼

大
磯
の
一

品
性

大
野
洒
竹

芭
蕉
の
性

書

菜
窓
無
角

竹
の
落
葉

花
の
下
露
）

秋
の
声
」
等
の
文
章
を
転
載
し
た
も
の

め
の
叢
書
で
あ
ろ
う
。
芭
蕉
が
風
雅
の

冠
し
た
の
は
、「
俳
声
」
と
一
貫
し
た

三
四
年
六
月
二
二
日
印
刷
、
明
治
三
四

松
田
寅
熊
、
印
刷
人
大
野
喜
六
、
印
刷

声
」
に
載
る
広
告
に
一
部
二
〇
銭
と

日
旅

鵜
澤
四
丁

修
善
寺
便

記

川
村
烏
黒

蝙
蝠
俳
諧

つ
い
て

戸
川
残
花

小
金
井
の

談

角
田
竹
冷

高
几
董

声
」
に
は
、
叢
書
に
『
俳
声
叢
書
第
一

三
一

位
三
位
）
に
入
選
し
た
俳

企
画
も
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

り
、
俳
席
に
お
い
て
は
歌

台
と
い
っ
た
骨
董
に
も
目

夜

久
保
天
随

癖
及
び
行
状

内
田
魯
庵

伊
藤
松
宇

で
、
秋
声
会
会
員
達
の
文

精
神
を
示
し
た
「
夏
炉
冬

姿
勢
の
表
れ
で
あ
る
。「
俳

年
六
月
二
四
日
発
行
、
編

所
成
功
堂
、
発
行
所
俳
声

あ
る
。

り

尾
崎
紅
葉

井
上
秋
剣

桜
狩

滝
川
愚
仏

岡
野
知
十

篇

夏
炉
冬
扇
』
が
あ
る
。



留
め
た
。

注
「
太
陽
」
五
｜
一

主
な
先
行
研
究

村
山
古
郷
『

同
「
秋
声
会

七
・
四
・
一

葉
全
集
』
第
九
巻
（

誌
や
新
聞
に
発
表
し

る
が
、
先
の
二
句
は

か
く
、
竹
冷
や
小
波

と
は
言
い
が
た
い
。

載
さ
れ
る
「
俳
声
」

句
作
や
俳
論
を
解

〈
資
料
紹

が
な
か
っ
た
。「
俳
声

俳
諧
が
、
明
治
の
同

俳
人
達
の
書
誌
に

第
五
号
（
明
治
三
四

て
浪
涼
し
」「
団
扇
の

麦
人
編
、
文
禄
堂
書

〇
（
明
治
三
二
・
五
・
五
）、
二
七
〇

二

に
は
以
下
の
論
考
が
あ
る
。

明
治
俳
壇
史
』（
角
川
書
店
、
昭
和
五
三
・

の
歩
ん
だ
道
」『
明
治
大
正
俳
句
史
話
』（

五
）
所
収

岩
波
書
店
、
平
成
六
）
は
「
俳
諧
」
欄

た
句
を
、
句
集
と
の
重
複
に
関
わ
ら
ず

漏
れ
て
い
る
。
だ
が
全
集
が
編
ま
れ
て

、
永
機
や
雀
志
な
ど
の
句
は
必
ず
し
も

竹
冷
等
の
書
誌
を
ま
と
め
る
際
、
彼
ら

は
大
変
有
益
な
資
料
で
あ
る
。

釈
す
る
の
は
別
稿
に
譲
り
、
本
稿
で
は

介
「
俳
声
」
総
目
次

」
は
子
規
が
思
い
つ
め
た
「
写
生
」

時
代
に
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

つ
い
て
も
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い

・
六
）
彙
報
欄
に
載
る
尾
崎
紅
葉
の

手
た
ゆ
き
鍾
馗
の
妹
か
な
」
は
、『

店
、
明
治
四
〇
）
夏
部
に
収
め
ら
れ

七
一
頁

九
・
二
五
）

角
川
書
店
、
昭
和
五

一
〇
一
頁

「
俳
声

目
）「

俳
声

「
俳
声

「
俳
声

前
掲

を
設
け
、
彼
が
雑

編
年
順
に
ま
と
め

い
る
紅
葉
は
と
も

整
備
さ
れ
て
い
る

の
句
等
が
多
々
掲

概
略
を
述
べ
る
に

附
録
一
六

角
田
竹

五
頁岡

野
知

一
四
頁

前
掲

前
掲

巌
谷
小

信
・
岡
保

俳
句
と
は
異
な
る

。
例
え
ば
第
一
巻

「
神
垣
の
巌
と
成
り

紅
葉
句
帳
』（
星
野

る
句
で
あ
る
。『
紅

同
巌
谷
小

和
七
・
一

岡
野
知

〇
・
二
五

『
明
治

九
・
三
〇

高
山
樗」

一
｜
二
（
明
治
三
四
・
三
・
二
〇
）、
頁
数

」
一
｜
八
（
明
治
三
四
・
九
・
二
〇
）、
七
〇

」
二
｜
六
（
明
治
三
五
・
七
・
三
一
）、
六
六

」
二
｜
八
（
明
治
三
五
・
一
二
・
一
〇
）、
六

「
秋
声
会
の
歩
い
た
道
」、
一
〇
四
頁

頁冷
「
聴
雨
窓
漫
話
」
「
秋
の
声
」
一
号
（

十
「
秋
声
会
論
（
上
）」
「
俳
声
」
一
｜
四

「
聴
雨
窓
漫
話
」、
一
五
頁

「
秋
声
会
の
思
ひ
出
」、
二
五
二
頁

波
宛
書
簡
、
明
治
三
四
・
二
・
八
付
『

生
・
十
川
信
介
・
丸
谷
才
一
編
、
岩
波
書 一

『
明
治
の
俳
句
と
俳
人
た
ち
』（
河
合
書
房
新

波
「
秋
声
会
の
思
ひ
出
」
『
俳
句
講
座

二
・
一
五
）、
二
四
七
頁

十
「
俳
諧
又
聞
記
（
上
）」
「
女
学
雑
誌
」

）現
今
人
名
辞
典
』（
日
本
現
今
人
名
辞
典
発

）、
つ
ノ
十
九
頁
項

牛
「
明
治
三
四
年
の
文
学
界
」「
太
陽
」
八

無
表
記
（
起
頁
か
ら
八
三
頁

頁頁七
頁

明
治
二
九
・
一
一
・
五
）、
一

（
明
治
三
四
・
五
・
二
〇
）、

紅
葉
全
集
』
一
二
巻
（
大
岡

店
、
平
成
七
・
九
・
二
七
）、

三
二

社
、
昭
和
五
八
・
七
・
八
）

現
代
結
社
篇
』（
改
造
社
、
昭

四
一
五
号
（
明
治
二
八
・
一

行
所
編
・
刊
、
明
治
三
三
・

｜
一
（
明
三
五
・
一
・
五
）、



〈
資
料
紹

一
、
俳
句
は
（
＊
俳

俳
句
）
と
補
記
し

し
た
。
俳
号
、
句

三
者
で
区
切
っ
て

に
示
し
た
。
文
章

執
筆
者
名
、
頁
数

は
掲
げ
ら
れ
て
い

っ
た
。

一
、
頁
数
が
付
さ
れ

一
、
執
筆
者
名
が
複

名
）
と
表
記
し
た

の
ま
ま
と
し
た
。

凡
例

一
、
本
目
録
は
俳
句

「
俳
声
」
一
九
冊
の

一
、
各
号
冒
頭
に
巻

細
を
示
し
た
。

一
、
欄
名
を
ゴ
チ
ッ

介
「
俳
声
」
総
目
次

句
）
と
補
記
し
、
ま
た
無
題
の
俳
句
は

、
頁
数
を
示
し
、
改
行
し
て
後
、
俳
号

数
は
縦
の
行
に
従
っ
て
示
し
、
原
則
と

示
し
た
。
俳
号
ご
と
に
・
で
区
切
り
、

に
挿
入
さ
れ
て
い
る
俳
句
は
文
章
の
題

の
順
で
示
し
た
。
本
文
に
欄
名
が
掲
げ

る
場
合
は
目
次
に
従
っ
て
表
記
し
、
そ

な
い
頁
は
（
＊
頁
数
無
）
と
補
記
し
た

数
の
場
合
は
・
で
区
切
り
、
無
署
名

。
ま
た
執
筆
者
名
が
同
一
人
で
異
な
る

文
学
館
及
び
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館

総
目
次
で
あ
る
。

号
と
発
行
年
月
日
を
【

】
内
に
掲
げ

ク
体
で
示
し
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
俳

題
の
箇
所
に
（
＊

、
句
数
の
順
に
示

し
て
一
行
ご
と
に

句
数
を
（

）
内

名
等
を
示
し
、
改

し
た
。
題

合
に
は
欄

容
が
選
句

示
し
た
。

一
、
葉
書
投

ら
れ
ず
、
目
次
に

の
際
（

）
で
囲

。の
場
合
は
（
無
署

表
示
の
場
合
は
そ

記
し
、
題

に
複
数
枚

次
に
掲
げ

た
文
章
中

か
ら
題
名

一
、「
古
池
の

彙
報
に
題

の
所
蔵
に
か
か
る

、
次
に
本
文
の
詳

句
や
文
章
を
題
名
、

ま
た
連
句

等
と
補
記

一
、
選
句
は

者
名
、
頁

が
複
数
の

る
選
句
は

一
、
巻
頭
に

行
し
て
後

一

が
あ
る
場
合
に
は
題
名
、
頁
数
の
順
で

名
を
示
し
て
後
に
題
名
、
頁
数
の
順
に

の
場
合
は
、
題
の
後
に
選
者
名
を
（
○

書
は
（
＊
投
書
○
件
）、
投
書
短
文
は

、
画
作
者
（
あ
る
い
は
撮
影
者
）、
頁

掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
・
で
区
切

ら
れ
た
題
に
従
っ
て
表
記
し
、
そ
の
際

に
挿
入
さ
れ
る
画
は
、
文
章
の
題
名
等

、
執
筆
者
名
、
頁
数
の
順
に
示
し
、（

小
波
」「
俳
況
」
等
の
彙
報
欄
は
（
＊

が
な
い
場
合
に
は
（
＊
彙
報
○
件
）
と

も
俳
句
と
同
様
に
示
し
、（
＊
連
句
）

し
た
。

題
と
季
題
を
掲
げ
、（
＊
選
句
）
と
補

数
の
順
に
示
し
た
。
季
題
が
複
数
の
場

場
合
は
選
者
ご
と
に
頁
数
を
示
し
た
。

俳
句
の
場
合
と
同
様
に
示
し
、（
＊
選

掲
げ
ら
れ
る
画
や
写
真
は
〈
口
絵
〈

、
俳
号
及
び
句
数
を
＊
○
○
（
○
句
）

三
三

示
し
た
。
欄
名
が
あ
る
場

示
し
た
。
ま
た
彙
報
の
内

○
選
）
と
表
記
す
る
事
で

（
＊
投
書
短
文
○
件
）
と

数
の
順
で
示
し
た
。
同
頁

っ
た
。
無
題
の
場
合
は
目

は
（

）
で
囲
っ
た
。
ま

を
示
し
て
後
、
改
行
し
て

＊
画
）
と
補
記
し
た
。

彙
報
欄
）
と
補
記
し
た
。

補
記
し
て
件
数
の
み
を
示

（
＊
歌
仙
）（
＊
半
歌
仙
）

記
し
、
改
行
し
て
後
、
選

合
は
・
で
区
切
り
、
選
者

文
章
中
に
挿
入
さ
れ
て
い

句
）
と
補
記
し
た
。

写
真

と
項
目
冒
頭
に
補

と
補
記
す
る
事
で
示
し
た
。



許
什
（
一
句
）・

覚
齋
（
一
句
）・

金
羅
（
二
句
）・

閑

（
一
句
）・

半

（
一
句
）・

雀
志
（
三
句
）・

発
刊
の
辞

は
、
・
で
区
切
っ

【
第
一
巻
第
一
号
（
明

（
＊
俳
句
）

永
機
（
一
句
）・

四
丁
（
一
句
）・

〈
資
料
紹

補
記
す
る
事
で
示

一
、
広
告
は
〈
広
告

広
告
頁
に
掲
げ
ら

も
併
せ
て
表
記
し

本
文
と
別
に
頁
数

一
、
各
号
末
尾
に
掲

愚
仏
（
一
句
）・
碧
海
（
一
句
）・

松
宇
（
一
句
）・
如
笑
（
一
句
）・

化
風
（
一
句
）・
天
六
（
一
句
）・

維
石
（
一
句
）・
晩
香
（
一
句
）・

芳
律
（
一
句
）・
機
一
（
一
句
）・

竹
嶼
（
一
句
）

（
無
署

て
列
挙
し
た
。

治
卅
四
年
二
月
二
十
日
印
刷
発
行
）】

洒
汀
（
一
句
）・
幹
雄
（
一
句
）・

悟
友
（
一
句
）・
烏
黒
（
一
句
）・

介
「
俳
声
」
総
目
次

し
た
。

と
項
目
冒
頭
に
補
記
し
た
。
ま
た
各

れ
る
書
名
や
雑
誌
名
に
は
「

」
を
付

た
。
同
頁
に
複
数
の
広
告
が
あ
る
場
合

が
付
さ
れ
る
場
合
は
（
＊
広
告
頁
）
と

げ
ら
れ
る
次
号
募
集
俳
句
、
雅
号

名
）
（
＊
頁
数
無
）

（
＊
俳
句
）

十
千
万

当
今
の
俳

（
＊
俳
句
）

愚
仏
（

金
羅
（

（
＊
頁
数
無
）

＊
紅
葉

大
淀
三
千

俳
諧
の
用

俳
諧
閣
の

俳
諧
も
う

古
池
私
説

俳
諧
袋

号
巻
頭
や
末
尾
の

し
、
出
版
社
名
等

は
・
で
区
切
り
、

補
記
し
た
。

、
雑
記
、
俳
画
等

和
風
緑
野

風
俗
文
選

俳
諧
修
辞

歌
仙
の
式

晩
鴉
点
々

俳
諧
有
声

堂
（
一
二
句
）

潮
を
論
し
て
松
田
竹
嶼
君
に
与
ふ
る
の

五
句
）・
半

（
四
句
）・
無
黄
（
三
句

二
句
）・
機
一
（
二
句
）・
知
十
（
二
句

（
一
句
）

風
（
一
）

文
学
士

語
に
付
て
の
注
意

序少
し

一

釈
義
（
一
）

文
学
士

学

完

二
四

二
五

書

上

岡
野
知
十

二
五

二
八

二
八

二
九

）・）・ 久
保
天
随

一
二

一
五

無
黄

一
五

一
八

井
上
秋
剣

一
八

一
九

四
丁

一
九

二
〇

雪
山
丁
人

二
〇

二
一

松
田
竹
嶼

二
一

二
四

三
四

久
保
天
随

一

四

鵜
澤
四
丁

四

一
〇

華
亭
半

一
〇

一
一

紅
葉
山
人

一
二



〈
資
料
紹

第
一
巻
第
一
号
表
紙
（

維
石
（
二
句
）・

所
謂
点
取
運
座
に

俳
諧
新
詩
料

伊
藤
松
宇
君
の
書

猫
の
人
真
似

俳
諧
何
と
し
や
う

松
宇
（
三
句
）・介

「
俳
声
」
総
目
次

俳
句
文
学
館
蔵
）

四
丁
（
二
句
）

就
て

鵲

秋
元
洒

翰

松

松
田
竹

礫
川
斗

鳥
黒
（
二
句
）・
竹
嶼
（
四
句
）・

傍
題
落
題

長
嘯
作
虫

古
池
の
小
波

（
＊
彙
報
二

＊
小
波

短
冊
書
様

歌
書
様
の

扇
子
の
事

雑
煮
の
事

薪
能
の
事

執
筆
の
伝

俳
諧
初
心

橋

二
九

三
一

汀

三
一

三
二

宇

三
三

嶼

三
三

三
四

升

三
五

三
六

題

梅
・

完
花
亭

瀧
川
愚

雪
中
庵

岡
野
知

温
古
抄

十
八
番
句

滄
海
拾
珠

一

の
弁

歌
合（

＊
彙
報
欄
）

三
件
）

（
一
句
）
＊
柳
葉
（
二
句
）
＊
其
朝

の
事

事並
に
其
書
様
の
事

者
の
心
得

鶯
（
＊
選
句
）

半

宗
匠
選

仏
先
生
選

雀
志
宗
匠
選

十
先
生
選

合

座
興
庵
桃
青
判
・

三
五

（
無
署
名
）
五
二

五
六

（
無
署
名
）
五
六

六
一

六
一

六
六

（
一
句
）

（
無
署
名
）

四
九

（
無
署
名
）

四
九

（
無
署
名
）

四
九

（
無
署
名
）
四
九

五
〇

（
無
署
名
）

五
〇

（
無
署
名
）
五
〇

五
一

（
無
署
名
）
五
一

五
二

三
六

四
〇

四
〇

四
一

四
一

四
四

四
四

四
五

竹
嶼
翻
刻

四
六

四
八



幅
地
を
呈
す
）

〈
広
告
「
あ
だ
浪
」

〈
広
告
「
百
千
種
句

〈
広
告
「
明
義
」
明

〈
広
告
「
女
子
教
育

＊
香
軒
（
一
句

＊
寒
香
（
一
句

＊
梅
点
（
一
句

芭
蕉
会
員
に
告
く

第
二
号
掲
載
俳
句

し
）（
景
物
は
天

藤
樵
仙
先
生
の

〈
資
料
紹

＊
潔
（
一
句
）

＊
十
湖
（
二
六

＊
閑
月
（
三
句

＊
可
都
美
（
一

＊
花
の
本
聴
秋

＊
佳
山
（
一
句

文
禄
堂

集
」
精
々
堂

義
雑
誌
社

」
女
子
教
育
研
究
会

）
＊
春
楽
（
一
句
）
＊
露
光
（
一
句

）
＊
愛
山
（
一
句
）
＊
半
雨
（
二
句

）
＊
栞
庵
清
雅
女
宗
匠
選
（
＊
選
句

少
文
豪

募
集

題

蛙
、
雛
（
無
入
花
何
句
に

地
人
へ
青
年
画
家
中
其
名
嘖
々
た
る

両
画
伯
に
揮
毫
を
乞
ひ
各
選
者
の
其
抜

介
「
俳
声
」
総
目
次

＊
四
丁
（
一
句
）
＊
烏
黒
（
一
句
）

句
）
＊

影
（
一
句
）
＊
湖
雪
（
一

）
＊
静
堂
（
一
句
）
＊
筑
山
（
一
句

句
）
＊
花
翁
（
一
句
）
＊
小
築
庵
春

（
三
句
）
＊
竹
操
（
一
句
）
＊
柳
村

）
＊
白
嶺
（
一
句
）
＊
松
圃
（
一
句

（
＊
頁
数
無
）

一
（
＊
広
告
頁
）

二
（
＊
広
告
頁
）

三
（
＊
広
告
頁
）

四
（
＊
広
告
頁
）

鳥
の
あ
と

さ
び
、
し

（
＊
俳
句
）

知
十
（

松
宇
（

洒
汀
（

雀
志
（

）））社

六
七

て
も
随
意
返
草
な

戸
田
玉
秀
先
生
近

句
を
自
筆
し
た
る

〈
写
真

印
譜

和
風
緑
野

風
俗
文
選

言
霊
の
略

俳
諧
修
辞

歌
仙
の
式

晩
鴉
点
々

句
）

）湖
（
一
句
）

（
一
句
）

）

【
第
一
巻
第
二

〈
写
真

音
羽

〈
写
真

江
戸を

り
に
就
き
て

二
句
）・
永
機
（
二
句
）・
洒
竹
（
二
句

四
句
）・
無
黄
（
三
句
）・
半

（
二
句

一
句
）・
四
丁
（
二
句
）・
竹
嶼
（
四
句

三
句
）

釈
義
（
二
）
瓢
辞

文
学
士

解

完

学
（
二
）

（
承
前
）

完 一

号
（
明
治
卅
四
年
三
月
二
十
日
印
刷

護
国
神
寺
之
松
籟
・
赤
坂
弁
慶
橋
之

大
石
良

川
之
桜
雲
・
小
石
川
関
口
之
霜
晴河

野
露

雀
志

二
一

二
三

瀧
川
愚
仏

二
三

二
六

二
六

二
七

）・）・）・
（
無
署
名
）
（
＊
頁
数
無
）

久
保
天
随

一

八

花
亭
半

八

一
一

鵜
澤
四
丁

一
一

一
九

花
亭
半

一
九

二
〇

三
六

発
行
）】

春
光之

氏
撮
影
（
＊
頁
数
無
）

竹
氏
撮
影
（
＊
頁
数
無
）



〈
資
料
紹

俳
諧
袋
（
承
前
）

六
花
繽
粉

俳
諧
小
言

和
漢
行

＊
怡
亭
（
一
八

＊
鳥
黒
（
二
句

新
撰
俳
諧
百
人
一

排
頭
吟
（
＊
俳
句

雲
操
居
松
宇
（

戯
牛
之
巻
（
半
歌

探
梅
十
句
（
＊
俳

枯
木
庵
主
（
一

＊
知
十
（
四
句

＊
洒
汀
（
三
句

＊
文
六
（
一
句

春
十
句
（
＊
俳
句

愚
仏
（
一
〇
句

和
漢
学
者
の
眼
よ

自
画
猫
の
賛

月
庵
記
抄

介
「
俳
声
」
総
目
次

松
田
竹雨

怡
亭
独

句
）

）首
（
一
）

井
上
秋

）一
〇
句
）

仙
）

秋
元
洒
汀
独
吟
・
岡
野
知
十

句
）

〇
句
）

）
＊
愚
仏
（
三
句
）
＊
松
宇
（
三
句

）
＊
虚
白
（
一
句
）
＊
黄
雨
（
二
句

）
＊
竹
冷
（
二
句
）
＊
紅
葉
（
一
句

））り
見
た
る
俳
諧

伊
藤
松鳥 知

嶼

三
九

四
二

六

四
三

四
四

吟

四
四

四
五

古
池
の
小
波

（
＊
彙
報
二

＊
月
庵

＊
千
種

＊
紫
花

剣

三
二

三
七

三
七

評

三
八

三
九

三
九

老
鼠
堂

半
日
庵

尾
崎
紅

温
古
莠
園

蛙
あ
は
せ

大
淀
三
千

東
順
居
士

）））

二
九

宇

二
九

三
二

黒

三
二

出
代
十
句

小
山
紅

新
旧
両
派

新
聞
俳
壇

滄
海
拾
珠

題

蛙
・

鵜
澤
四

十

二
七

二
九

蕪
村
遺
稿

一

（
＊
彙
報
欄
）

一
件
）

知
十
宗
匠
選
（
＊
選
句
）
＊
穂
麦
庵

堂
蟐
蛾
（
五
句
）
＊
五
乳
人
釣
雪
（

園
素
一
（
三
句
）
＊
完
花
亭
宗
匠
選

永
機
宗
匠
選

芳
律
宗
匠
選

葉
先
生
選

（
無

風
の
弁
女
殿
風
景

（
無

終
焉
記

（
無

（
＊
俳
句
）

露
（
一
〇
句
）

の
区
別

観

略
評

雛
（
＊
選
句
）

丁
先
生
選

を
読
む

三
七

七
二

七
九

蓬
壺
大
人
選
（
＊
選
句
）

一
句
）

（
＊
選
句
）

六
〇

六
二

六
三

六
四

六
四

六
六

署
名
翻
刻
）
六
七

六
九

署
名
翻
刻
）
六
九

七
〇

署
名
翻
刻
）
七
〇

七
二

五
〇

鮮
楼
主
人

五
〇

五
一

局
外
生

五
一

五
四

五
四

六
〇

藤
原
拈
華

四
五

四
九



広
告
」
互

【
第
一
巻
第
三
号
（
明

〈
写
真
（
口
絵
写
真

紅
葉
、
竹
冷
、

仏
、
鳥
黒
、
洒

〈
広
告
「
文
豪
」
北

第
三
号
掲
載
俳
句

句
を
超
ゆ
べ
か

生
の
両
画
伯
に

す
）

〈
広
告
「
あ
だ
浪
」

〈
広
告
「
会
員
募
集

〈
資
料
紹

＊
一
桜
居
宗
匠

＊
内
藤
鳴
雪
先

＊
南
山
居
宗
匠

＊
村
雨
軒
宗
匠

〈
広
告
「
花
月
新
報

寄
贈
書
目

楽
吟
社

治
卅
四
年
四
月
二
十
日
印
刷
発
行
）】

版
）

永
機
、
天
随
、
雀
志
、
機
一
、
秋
剣
、

竹
、
耕
雨
、
無
黄
、
半

、
竹
嶼

上
屋
書
店
・「
公
益
新
報
」
公
益
新
報

募
集

題

花
（
句
中
女
を
遣
ふ
て

ら
ず
）（
景
物
は
天
地
人
へ
川
村
雨
六

揮
毫
を
乞
ひ
各
選
者
の
其
跋
句
を
自
筆

文
禄
堂

」
日
本
絵
画
通
信
講
習
会
・「
第
廿
六

介
「
俳
声
」
総
目
次

選
（
＊
選
句
）
＊
稲
の
家
宗
匠
選
（

生
選
（
＊
選
句
）
＊
双
柳
園
晩
香
宗

選
（
＊
選
句
）
＊
桜
雲
舎
宗
匠
選
（

選
（
＊
選
句
）
＊
夜
荘
庵
宗
匠
選
（

」
花
月
新
報
社
・「
芭
蕉
会
事
務
」
少

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

松
宇
、
四
丁
、
愚

＊
松
宇

＊
麦
人

＊
洒
竹

（
＊
俳
句
）

無
黄
（

口
味
庵
私

（
＊
俳
句
）

社

（
＊
頁
数
無
）

）（
無
入
花
一
人
五

先
生
澤
田
雪
渓
先

し
た
る
幅
地
を
呈

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

回
懸
賞
俳
句
募
集

江
戸
川
俳

＊
紅
葉

＊
松
宇

＊
無
黄

＊
竹
冷

大
淀
三
千

仮
名
な
し

＊
選
句
）

匠
選
（
＊
選
句
）

＊
選
句
）

＊
選
句
）

文
豪
社

七
九

八
〇

〈
口
絵

十
千

和
風
緑
野

俳
諧
修
辞

歌
仙
の
式

風
俗
文
選

晩
鴉
点
々

（
四
句
）
＊
秋
剣
（
一
句
）
＊
愚
仏

（
一
句
）
＊
烏
黒
（
一
句
）
＊
竹
嶼

（
一
句
）
＊
竹
冷
（
二
句
）

四
句
）・
松
宇
（
四
句
）・
紅
葉
（
一
句

録 筵
雑
記

（
一
句
）
＊
愚
仏
（
三
句
）
＊
竹
嶼

（
三
句
）
＊
秋
剣
（
三
句
）
＊
四
丁

（
四
句
）
＊
烏
黒
（
三
句
）
＊
天
随

（
六
句
）

風
（
二
）

の
俳
句

一

万
堂
点
式

学
（
三
）

（
三
）

完

釈
義
（
三
）
示
秋
之
坊
辞

（
一
句
）

（
一
句
）

二
一

二
二

）

知
十

二
二

二
三

二
三

四
丁
庵

一
四

一
七

（
二
句
）

（
二
句
）

（
四
句
）

久
保
天
随

一
七

二
〇

森
無
黄

二
〇

二
一

三
八

（
＊
頁
数
無
）

鵜
澤
四
丁

一

七

花
亭
半

七

一
〇

久
保
天
随

一
〇

一
四



〈
資
料
紹

藤
原
拈
華
（
一

雁
来
と
函
館
山
の

集
字
の
巻
（
＊
半

芭
蕉
（
脇
起
）・

俳
句
の
運
命

俳
人
と
し
て
の
井

＊
洒
汀
（
一
句

森
猿
男
君
の
書
翰

＊
猿
男
（
四
句

六
花
繽
粉

鶯
笛

紙
魚
集

春
十
句

和
漢
学
者
の
眼
よ

碑
探
し
の
記

（
＊
俳
句
）

永
機
（
二
句
）・

愚
仏
（
一
句
）・

半

（
七
句
）

新
撰
俳
諧
百
人
一

烏
黒
（
二
句
）・介

「
俳
声
」
総
目
次

〇
句
）

観
音

福
原
雨

歌
仙
）

竹
井
飴
亭
（
一
七
句
）

蚊
学

原
西
鶴

秋
元
洒

）

猿

）

指
頭

（
＊
俳
句
）

り
見
た
る
俳
諧
（
承
前
）

伊
藤
松

松
田
竹

知
十
（
一
句
）・
無
黄
（
六
句
）・

洒
汀
（
三
句
）・
竹
嶼
（
四
句
）・

首
（
二
）

井
上
秋

秋
剣
（
五
句
）

六

四
二

四
四

四
四

士

四
四

四
七

花
月
会

完
花
亭
宗

東
杵
庵
宗

函
館
青
蕪

虚
心
庵
の

汀

三
八

四
一

男

四
一

庵

四
二

四
二

一
桜
居

川
村
烏

温
古
莠
園

十
八
番
句

山
中
歌
仙

古
池
の
小
波

函
館
新
声

宇

二
三

二
六

嶼

二
六

三
一

三
一

三
二

剣

三
二

三
八

小
山
紅

成
美
と
遅

項
門
の
一

滄
海
拾
珠

題

花
春
秋
庵

伊
藤
松

春
霄
十
句

一

匠
病
気
全
快
祝
賀
運
坐
（
完
花
亭
宗
匠

匠
の
祝
句

会辞
世

許
什
宗
匠
選

黒
宗
匠
選

合
（
承
前
）

坐
興
庵
桃
青
判
（
無

（
無

（
＊
彙
報
欄
）

社
の
詠
句
（
内
藤
鳴
雪
翁
選
）

露
（
一
〇
句
）

月
の
擬
古
両
吟

針

俳
声
記

（
＊
選
句
）

幹
雄
宗
匠
選

宇
先
生
選

（
＊
俳
句
）

三
九

六
三

選
）

六
三

六
三

六
三

六
四

六
四

五
五

五
七

五
七

五
八

署
名
翻
刻
）
五
八

六
〇

署
名
翻
刻
）
六
〇

六
二

六
二

六
五

六
二

六
三

星
野
麦
人

四
八

四
九

者
の
一
人

四
九

五
一

五
一

五
四

五
四

五
五

四
八



千
種
堂
宗
匠
の
新

花
と
蛙

聴
声
社

雀
会
第
十
六
回
（

銚
江
野
田
男
爵
の

編
輯
雑
録

寄
贈
書
目

牛
込
の
花
実
会

楠
華
亭
仙

先

蜂
庵
採
花
女
宗
匠

有
声
会
（
其
角
堂

小
石
川
江
戸
川
の

春
雑
詠

弥
生
吟

雀
会
月
次
例
会
（

指
頭
庵
宗
匠
の
近

〈
資
料
紹

東
水
居
の
観
桜
会

南
無
庵
宗
匠
の
近

海
庵
月
子
女
子
山

月
先
生
評
・
晩

生
評
・
桜
花
亭

評
・
汀
庵
漣
子

声月
庵
知
十
先
生
選
）

近
什

（
無
署

生
評
）

の
易
簀

機
一
宗
匠
選
）

桜
花

社月
庵
知
十
先
生
選
・
従
来
庵
斗
大
翁
選

詠 介
「
俳
声
」
総
目
次

詠生
祝
賀
集
（
完
花
亭
宗
匠
選
・
仏
花
園

花
亭
如
雪
先
生
評
・
万

亭
花
城
先
生

半
雪
先
生
評
・
吟
花
亭
好
処
先
生
評
・

先
生
評
・
秋
郊
庵
乙
露
先
生
評
・
仙
招

六
七

六
七

六
八

六
八

七
〇

七
〇

名
）
七
〇

七
一

七
一

七
二

七
二

【
第
一
巻
第
四

〈
写
真

雪
中

〈
写
真

東
水

〈
写
真

山
吹

六
四

六
五

六
五

六
五

六
五

六
六

）

六
六

六
七

六
七

生
染
筆

題

四

本
号
前
号

〈
広
告
「
文

〈
広
告
「
俳に

を

六
四

六
四

宗
匠
選
・
梅
庵
桜

評
・
朴
亭
竹
華
先

夢
の
家
二
蝶
先
生

庵
愛
痴
先
生
評
・

正
誤

第
四
号
掲

ら
ず
）

は
選
者

限
な
し

串
（
無

号
（
明
治
卅
四
年
五
月
二
十
日
印
刷

庵
蓼
太
賛

月
岡
雪
鼎
画

居
席
上
合
作
揮
毫

の
里
遠
望
・
雑
司
ヶ
谷
涼
月
塚
・
関

露
竹
子
・
空

の
絵
画
幅
物
地
を
呈
し
地
人
へ
は
短

季
随
意

第
二
号
目
次

豪
」
北
上
屋
書
店

諧
評
論
」「
発
句
切
字
弁
」「
猿
蓑
評
釈

は
糸
車
」
俳
諧
評
論
社
・
社
告

白 一

載
募
集
俳
句

題

行
春
、
幟
（
無
入

（
景
物
は
天
へ
金
森
南
塘
翁
染
筆
の
絵

自
筆
の
短
冊
を
呈
す
）・
葉
書
投
句

）（
無
入
花
無
景
物
）・
第
五
号
掲
載
募

入
花
一
人
六
句
を
超
ゆ
べ
か
ら
ず
）（

発
行
）】

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

口
芭
蕉
庵

坊
子
撮
影
（
＊
頁
数
無
）

冊
を
呈
す
）・
葉
書
投
句

一
（
＊
広
告
頁
）

二
（
＊
広
告
頁
）

三
（
＊
広
告
頁
）

色
眼
鏡
」「
俳
句
作
例
て

人
会
記

句
集
春
の
部

四
（
＊
広
告
頁
）

四
〇

七
二

花
一
人
六
句
を
超
ゆ
べ
か

画
幅
物
地
を
呈
し
地
人
へ

題

四
季
随
意
（
句
数
定

集
俳
句

題

入
梅
、
火

景
物
は
天
へ
近
藤
樵
仙
先



〈
資
料
紹

（
＊
俳
句
）

無
黄
（
二
句
）・

芥
草
紙
（
＊
俳
句

愚
仏
（
一
七
句

俳
諧
楽
屋
も
の
語

＊
酔
香
（
九
句

＊
百
樹
（
八
句

＊
鼠
禅
（
三
句

大
あ
ば
た
集
（
＊

知
十
（
九
句
）

六
彩
居
即
興
（
＊

竹
冷
（
二
句
）・

俳
諧
修
辞
学
（
四

歌
仙
の
式
（
四
）

風
俗
文
選
釈
義
（

晩
鴉
点
々

新
撰
俳
諧
百
人
一

白
人
会
記

＊
晴
月
（
四
句

和
風
緑
野

介
「
俳
声
」
総
目
次

竹
冷
（
二
句
）・
松
宇
（
二
句
）

）

愚

）（
一
）

行
々

）
＊
小
波
（
一
〇
句
）
＊
古
泉
（
二

）
＊
越
嶺
（
一
句
）
＊
湖
月
（
一
句

）
＊
桂
亭
（
一
句
）

俳
句
）

連
句
）

松
宇
（
二
句
）・
無
黄
（
二
句
）

）

鵜
澤
四

完
花
亭
半

四
）
示
僧
古
鏡
辞

久
保
天

首
（
三
）

井
上
秋

左
独
逸

岩
谷
小

）
＊
喜
仙
（
四
句
）
＊
空
々
（
三
句

二
四

仏

二
四

二
五

子

二
五

二
六

＊
活
東

＊
竹
冷

＊
松
宇

＊
知
十

随
読
随
抄

句
）

）

二
四

二
四

十
千
万
堂

＊
紅
葉

俳
席
二
つ

＊
秋
剣

＊
草
露

＊
雨
六

＊
愚
仏

丁

一

五

五

九

随

九

一
四

剣

一
五

二
一

波

二
一

二
四

）

竹
の
園
生

下
第
一
の

紅
葉
（

竹
嶼
（

四
丁
（

烏
黒
（

味
庵
私
録

一

（
一
句
）
＊
西
男
（
四
句
）
＊
四
丁

（
一
句
）
＊
飯
人
（
三
句
）
＊
大
羽

（
二
句
）
＊
式
子
丸
（
一
句
）
＊
黄

（
一
句
）
＊
烏
黒
（
一
句
）

（
一
）

君
の
書
翰

（
一
句
）

（
木
の
芽
会

愚
仏
君
送
別
会
）

（
二
句
）
＊
柳
村
（
三
句
）
＊
竹
嶼

（
三
句
）
＊
巴
山
（
二
句
）
＊
天
随

（
一
句
）
＊
紅
葉
（
三
句
）
＊
斜
汀

（
五
句
）
＊
苔
花
（
四
句
）
＊
麦
人

の
繁
り
茂
り
て
常
磐
堅
盤
に
御
栄
え
目

皇
孫
御
降
臨
誕
あ
ら
せ
ら
れ
た
る
を
祝

一
句
）・
無
黄
（
一
句
）・
秋
剣
（
一
句

一
句
）・
機
一
（
一
句
）・
松
宇
（
二
句

一
句
）・
愚
仏
（
一
句
）・
竹
冷
（
一
句

一
句
）・
知
十
（
一
句
）

四
一

（
二
句
）

（
一
句
）

雨
（
一
句
）

魯
庵
生

三
三

三
五

紅
葉

二
八

松
田
竹
嶼

二
九

三
三

（
六
句
）

（
四
句
）

（
二
句
）

（
三
句
）

出
度
き
大
御
代
に
今
上
陛

し
奉
り
て
（
＊
俳
句
）二

七

）・）・）・
知
十

二
六

二
八



雀
志
（
三
句
）・

滄
海
拾
珠

題
（
＊
無
題
）

其
角
堂
機
一
宗

（
＊
画
）

伊
藤
松
宇
宗
匠

余
興
（
葉
書
投
句

（
＊
俳
句
）

永
機
（
五
句
）・

大
磯
の
一
夜

＊
天
随
生
（
三

鳥
の
鵜
の
真
似

＊
無
黄
（
一
句

（
＊
俳
句
） 〈

資
料
紹

二
十
日
草
（
＊
俳

蓮
花
庵
秋
剣
（

浜
の
離
宮
に
催
ふ

愚
仏
（
八
句
）・

鳥
の
跡

竹
嶼
（
五
句
）

（
＊
選
句
）

匠
選

竹

選）
四
季
混
題
（
＊
選
句
）

無
角
（
七
句
）・
無
黄
（
五
句
）

天
随

〇
句
）

竹

）
＊
竹
嶼
（
一
句
）

介
「
俳
声
」
総
目
次

句
）

一
二
句
）

さ
せ
給
ひ
た
る
観
桜
の
御
宴
に
陪
し
奉

猿
男
（
三
句
）・
松
宇
（
四
句
）

雪
中
庵
雀

四
二

四
七

嶼

四
三

四
七

四
八

二
葉
草

中
原
清

短
夜
集

月
の
雲
の

々
庵

今
様
船
納

俳
目
連

三
七

三
八

生

三
八

三
九

嶼

四
〇

四
二

四
二

圭
虫
（

一
重
襖

仮
名
な
し

雪
山
丁

端
午
十
句

小
山
紅

我
等
の
思

三
五

り
て
（
＊
俳
句
）

三
五

志

三
六

三
七

森
無
黄

六
花
繽
粉

文
化
文
政

仮
名
な
し

＊
蚊
学

（
＊
俳
句
）（

＊
俳
句
）

秀
（
七
句
）

巻
（
＊
歌
仙
）

葉
々
（
一
八
句
）・
歸
兮
園
恰
亭
（
一

涼
の
巻
（
＊
歌
仙
）

（
三
六
句
）

八
句
）

俳
句
（
＊
俳
句
）

人
（
五
句
）

（
＊
俳
句
）

露
（
八
句
）

ふ
と
こ
ろ

函 一

宗
匠
選

の
俳
壇
（
附
遠
藤
曰
人
の
事
）

斗

の
俳
句

士
（
六
句
）

六
二

大
島
宝
水

六
二

六
三

六
三

六
四

八
句
）

六
四

六
五

僕
山
人

五
八

六
〇

六
〇

六
〇

館

雨
六

六
〇

六
二

四
二

四
九

五
三

升
庵
主
人

五
四

五
七

蚊
学
士

五
七

五
八

五
八



〈
資
料
紹

編
輯
雑
録

第
五
号
掲
載
募
集

を
超
ゆ
べ
か
ら

雅
号
を
篆
刻
し

書
投
句

題
四

若
葉
集

羽
後
国
六
郷
暢
神

曙
古
池
連
（
坂
上

名
古
屋
の
俳
席

千
葉
の
俳
況

雀
会
月
次
例
会
（

牛
天
神
奉
燈
句
集

古
池
小
波
（
＊
彙
報

稲
の
家
君
の
近
詠

＊
悟
友
（
三
句

盛
岡
の
俳
況

富
山
市
の
俳
況

函
館
新
声
社
の
詠

有
声
会
（
写
松
庵

落
葉
飛
来
（
端
書

介
「
俳
声
」
総
目
次

（
無
署

俳
句

題

入
梅
、
火
串
（
一
人
一
題

ず
）（
景
物
は
天
へ
山
田
寒
山
翁
製
の

た
る
も
の
を
呈
し
地
人
へ
は
短
尺
を

季
随
意（
無
入
花
無
景
物
）・
第
六
号

会
第
十
三
回
催
（
其
角
堂
機
一
君
選
）

庵
浪
兄
君
選
・
香
蘭
居
清
左
君
選
）

知
十
先
生
選
）

（
完
花
亭
半

君
選
）

欄
）

と
書
翰

）句
（
内
藤
鳴
雪
翁
選
）

君
選
）

投
書
）
（
＊
投
書
一
六
件
）

名
）

七
二

三
句
宛
都
合
六
句

陶
印
に
受
賞
者
の

呈
す
）・
余
興

葉

分
募
集
俳
句

題

風
俗
文
選

晩
鴉
点
々

秋
声
会
論

（
＊
画
）

（
＊
俳
句
）

六
八

六
九

六
九

六
九

六
九

六
九

七
〇

七
一

七
一

七
二

【
第
一
巻
第
五

〈
写
真

在
独

和
風
緑
野

俳
諧
修
辞

歌
仙
の
式

六
七

六
七

六
七

六
七

六
八

六
八

物
は
天

を
呈
し

季
随
意

寄
贈
書
目

〈
広
告
「
俳

〈
広
告
「
俳発

行

六
五

六
六

炎
天
、

一

釈
義
（
五
）
焼
蚊
辞

（
上
）

号
（
明
治
卅
四
年
六
月
二
十
日
印
刷

逸
小
波
君
よ
り
の
来
状
自
画
葉
書
（

学
（
五
）

（
五
）

完

へ
山
田
寒
山
翁
製
の
陶
印
に
受
賞
者
の

地
人
は
選
者
自
筆
の
短
尺
を
呈
す
）・

・
俳
声
第
一
巻
第
三
号
目
次

諧
鳴
鶴
集
」
鳴
鶴
社
「
楳
の
下
風
」
楳

諧
研
究
雑
誌
越
の
曙
」
千
歳
社
・「
俳

所
・
雀
会
第
十
九
回
月
次
課
題

夏

、
夕
顔
（
一
人
二
句
宛
都
合
六
句

四
三

久
保
天
随

九

一
三

岡
野
知
十

一
三

一
七

竹
嶼

一
五

一
七

一
八

発
行
）】

＊
二
枚
）

（
＊
頁
数
無
）

鵜
澤
四
丁

一

五

花
亭
半

五

九

雅
号
を
篆
刻
し
た
る
も
の

余
興

葉
書
投
句

題
四

一
（
＊
広
告
頁
）

二
（
＊
広
告
頁
）

園
吟
社

三
（
＊
広
告
頁
）

諧
雑
誌
つ
く
し
」
つ
く
し

四
（
＊
広
告
頁
）

を
超
ゆ
べ
か
ら
ず
）（
景



俳
諧
百
人
一
首
（

（
＊
画
）

（
＊
俳
句
）

雀
志
（
三
句
）・

雨
の
繰
り
言

滄
海
拾
珠

題

入
梅
・
火
串

（
＊
俳
句
）

愚
仏
（
八
句
）・

永
機
（
六
句
）・

俳
諧
楽
屋
も
の
語

＊
無
黄
（
二
句

二
十
日
草
（
＊
俳

蓮
花
庵
秋
剣
（

〈
資
料
紹

在
独
逸
小
波
（

さ
び
し
を
り
に
就

二
三
片
（
＊
俳
句

知
十
（
五
句
）

俳
諧
嚔
草

＊
四
丁
（
七
句

四
）

井
上
秋竹

残
花
（
二
句
）・
竹
嶼
（
四
句
）松

田
竹

（
＊
選
句
）

松
宇
（
六
句
）・
猿
男
（
八
句
）・

無
黄
（
五
句
）

（
二
）

行
々

）句
）

一
六
句
）

介
「
俳
声
」
総
目
次

五
句
）・
紅
葉
（
三
句
）

き
て
（
承
前
）

瀧
川
愚

）

四
丁

）

剣

二
六

三
四

嶼

二
七

三
四

三
五

嶼

三
五

三
七

当
今
の
俳

よ
し
な
し

夏
五
吟

久
保
田

悔
菴
句
録

上
田
龍

落
葉
飛
来

二
二

二
三

子

二
三

二
六

二
六

六
花
繽
粉

汽
車
俳
話

漢
和
対
訳

竹
井
恰
亭

貝
か
ら

中
原
清

施
頭
句

仏

一
八

二
〇

二
〇

二
一

庵

二
一

二
二

大
野
洒

雪
中
庵

余
興
（
葉

伊
藤
松

完
花
亭

（
＊
画
）調草（

＊
俳
句
）

抱
琴
（
五
句
）

（
＊
俳
句
）

耳
（
五
句
）

（
葉
書
投
書
）
（
＊
投
書
一
三
件
） 宇

（
＊
俳
句
）

（
一
八
句
）

（
＊
俳
句
）

秀
（
九
句
）

一

竹
宗
匠
選

雀
志
宗
匠
選

書
投
句
）
四
季
乱
題
（
＊
選
句
）

宇
宗
匠
選

半

宗
匠
選

立
見
生

六
〇

六
一

塵
山
人

六
一

六
二

六
二

六
二

六
三

六
三

六
四

賀
の
浦
人

五
六

五
八

五
八

五
九

五
九

星
野
麦
人

五
九

六
〇

四
四

三
七

三
八

三
八

四
七

四
七

五
〇

五
〇

五
五

竹
嶼

五
三



〈
資
料
紹

伊
豆
の
俳
況

牛
込
の
俳
席

雀
会
月
次
例
会
（

＊
知
十
（
二
句

自
讃
会

天
声
会
の
組
織

波
除
神
社
法
楽
俳

選
・
聴
雨
窓
竹

選
）

＊
紅
葉
（
二
句

＊
竹
冷
（
一
句

盛
岡
の
互
選
会

竹
窓
会

函
館
新
声
社
（
内

盛
岡
の
蕉
談
会

千
葉
あ
な
め
会
（

羽
後
国
六
郷
暢
神

函
館
青
蕪
会

若
葉
会

第
二
回

古
池
小
波
（
＊
彙
報介

「
俳
声
」
総
目
次

月
庵
知
十
先
生
選
・
従
来
庵
斗
大
翁
選

） 句
（
十
千
万
堂
紅
葉
選
・
雲
操
居
松
宇

冷
選
・
無
黄
君
選
・
竹
冷
君
選
・
松

）
＊
松
宇
（
一
句
）
＊
知
十
（
二
句

）
＊
虚
白
（
一
句
）

藤
鳴
雪
翁
選
）

春
秋
庵
幹
雄
選
・
太
白
堂
桃
白
選
）

会
題
十
五
回
（
三
河
鋤
雲
居
石
芝
君
選

（
五
月
分
）

欄
）

六
九

七
〇

七
〇

）

七
〇

七
一

七
一

集
」

〈
広
告
「
細

〈
広
告
「
俳

六
七

君
選
・
月
庵
知
十

宇
君
選
・
紅
葉
君

六
七

六
九

）

六
九

紙
（
齋

号
分
募

光
へ
齋

随
意

寄
贈
書
目

〈
広
告
「
少

〈
広
告

「
雀

六
五

六
五

六
六

六
六

六
六

六
七

）

六
七

六
七

六
七

小
石
川
涼

社
告

編
輯
雑
録

第
六
号
分

を
超
ゆ

す
）・
余

風
（
夏

晩
鐘
会

一

・「
白
虹
」
素
蛾
文
学
会

腰
帯
酔
之
図

梶
田
半
古
筆

あ
だ
浪

声
叢
書
第
一
篇

夏
炉
冬
扇
」
俳
声
発

藤
松
洲
君
が
厚
意
と
し
て
自
画
の
扇
地

集
俳
句

題

昼
寝
、
蓮
、
心
太
（
一

藤
松
洲
君
揮
毫
の
扇
地
紙
を
呈
す
）・

年
之
思
想
」
少
年
結
社
「
青
年
文
庫
」

会
第
廿
回
月
次
課
題
」・「
牛
込
区
通

風
会

募
集
俳
句

題

炎
天
、
夏

、
夕
顔

べ
か
ら
ず
）（
天
地
人
三
光
へ
齋
藤
松

興

葉
書
投
句

題
四
季
随
意
（
無

季
）
寸
法
縦
三
寸
未
満

横
一
寸
五

四
五

二
（
＊
広
告
頁
）

」
文
禄
堂
書
店

三
（
＊
広
告
頁
）

行
所

四
（
＊
広
告
頁
）

紙
を
呈
せ
ら
る
）・
第
七

人
二
句
宛
）（
天
地
人
三

余
興
（
葉
書
投
句
）
四
季

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

有
道
館

一
（
＊
広
告
頁
）

寺
町
勧
業
場
燈
籠
俳
句
募

七
一

（
無
署
名
）

七
一

（
無
署
名
）
七
一

七
二

（
一
人
二
句
宛
都
合
六
句

洲
君
画
の
扇
地
紙
を
呈

景
物
）・
俳
画
募
集

題

分
未
満

用
紙

薄
美
濃

七
一



晩
鴉
点
々

秋
声
会
論
（
下
）

募
集
俳
画

題

（
＊
俳
句
）

永
機
（
八
句
）・

知
十
翁
に
与
ふ
る

＊
残
花
（
一
句

〈
広
告
「
社
会
之
敵

〈
写
真

竹
冷
君
、
愚

和
風
緑
野

風
俗
文
選
釈
義
（

歌
仙
の
式
（
続
）

俳
諧
修
辞
学
（
六

〈
資
料
紹

【
第
一
巻
第
六
号
（
明

〈
広
告
「
活
文
壇
」

〈
広
告
「
雀
会
第
廿

鳴
泉
書
院

〈
広
告
「
苦
学
界
」

岡
野
知

風
（
夏
季
）
当
選
（
＊
画
）

秋

愚
仏
（
五
句
）・
松
宇
（
八
句
）

書

戸
川
残

）
皚
峰
訳
」
東
京
堂

仏
君
、
知
十
君

虚
白
子
照

六
）
鉢
扣
辞

久
保
天

完
華
亭
半

）

鵜
澤
四

介
「
俳
声
」
総
目
次

治
卅
四
年
七
月
二
十
日
印
刷
発
行
）】

大
学
館

一
回
月
次
課
題
」・「
美
妙
」
有
隣
堂

苦
学
社
出
版
部
・「
頴
才
新
誌
」
頴
才

十

一
三

一
七

露

一
五

一
六

一
七

花

一
七

一
九

募
集
俳
句

（
＊
俳
句
）

四
丁
（

半
日
の
逍

＊
竹
嶼

六
花
繽
粉

蝦
夷
の
俳

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

写
（
＊
頁
数
無
）

随

一

五

五

九

丁

九

一
三

俳
諧
百
人

募
集
俳

俳
諧
の
連

其
鳳
（

俳
諧
楽
屋

団
扇
十
二

秋
剣
（

（
＊
頁
数
無
）

書
房
・「
新
思
潮
」

（
＊
頁
数
無
）

新
誌
社

募
集
俳

（
＊
俳
句
）

紅
葉
（

十
番
門
句

森
無
黄

＊
愚
仏
（

を
選
み
し
筆
の
序
に

四
句
）・
雀
志
（
一
句
）・
竹
嶼
（
四
句

遙（
五
句
）

句 一
首
（
五
）

画

題

風
（
夏
季
）
当
選
（
＊
画

歌
（
＊
半
歌
仙
）

老
鼠

一
二
句
）・
永
機
（
一
二
句
）・
梅
甫

も
の
が
た
り

句
（
＊
俳
句
）

五
句
）・
竹
嶼
（
七
句
）・
九
華
（
四
句 一

画

題

風
（
夏
季
）
当
選
（
＊
画

六
句
）・
無
黄
（
四
句
）・
知
十
（
五
句

合
（
＊
句
合
）

判一
〇
句
）
＊
麦
人
（
一
〇
句
）

森
無
黄

二
九

三
〇

三
〇

）松
田
竹
嶼

三
〇

三
五

雨
六

三
五

三
八

井
上
秋
剣

二
二

二
六

）

朋
齋

二
五

堂
永
機
選

二
六

二
七

（
一
二
句
）

行
々
子

二
七

二
八

二
八

二
九

） 四
六

）

其
芳

一
九

二
〇

）

二
〇

二
一



〈
資
料
紹

酔
骨
（
二
句
）

落
葉
飛
来
（
葉
書

滄
海
拾
珠

題

炎
天
・
夏

森
無
黄
宗
匠
選

募
集
俳
画

題

夏
の
鎌
倉
（
＊
俳

南
水
（
二
七
句

有
馬
た
よ
り

＊
桂
江
庵
主
人

（
＊
俳
句
）

旭
桐
（
二
句
）・

（
＊
俳
句
）

箕
田
凌
頂
（
六

河
合
曾
良
の
墓

す
ゝ
み
舟
（
＊
俳

上
田
龍
耳
（
五

予
の
思
ふ
と
こ
ろ

咫
尺
齊
寥
和
の
家

募
集
俳
画

題
介
「
俳
声
」
総
目
次

投
書
）
（
＊
投
書
九
件
）

・
夕
顔
（
＊
選
句
）

風
（
夏
季
）
当
選
（
＊
画
）

素

句
）

）

浪
花

桂
江
庵
主

（
一
八
句
）

清
秀
（
三
句
）・
紅
露
（
一
句
）・

句
）

中
原
清

句
）

句
）

子
俊

譜

和
楽

風
（
夏
季
）
当
選
（
＊
画
）

南

四
四

四
五

四
五

五
五

＊
苔
花

＊
南
岳

＊
西
男

若
葉
会

雀
会
月
並

州

四
一

四
二

人

四
二

四
三

四
三

四
四

信
州
自
然

新
声
会
の

越
後
柿
の

横
浜
の
俳

宗
祇
四
百

六
月
十
四

＊
風
葉

三
八

秀

三
八

三
九

三
九

生

三
九

四
〇

投

四
〇

四
二

余
興
（
葉

鵜
澤
四

双
柳
園

古
池
小
波

函
館
新
声

暢
神
会
（

天
声
会
第

畝

三
七

完
花
亭

一

（
二
句
）
＊
冬
湖
（
二
句
）
＊
麦
人

（
一
句
）
＊
紅
葉
（
四
句
）
＊
鏡
花

（
二
句
）
＊
春
葉
（
一
句
）

例
会

会（
春
秋
庵
幹
雄
選
大
坂
馬
仏
君
選

組
織

実
会
（
坂
本
四
方
太
君
選
）

況
（
夜
皷
調
君
選
・
咫
尺
齊
君
選
・
三

年
忌

日
の
詠
句

（
一
句
）
＊
竹
嶼
（
三
句
）
＊
紫
明

書
投
句
）
四
季
乱
題
（
＊
選
句
）

丁
宗
匠
選

晩
香
宗
匠
選

（
＊
彙
報
欄
）

社
（
内
藤
鳴
雪
翁
選
）

不
白
軒
梅
年
君
選
）

一
回
互
選
結
果
報
告

半

宗
匠
選

四
七

（
五
句
）

（
一
句
）

七
一

七
一

七
二

余
興
互
選
）
六
八

六
九

六
九

六
九

杉
庵
選
）

六
九

七
〇

七
〇

七
〇

（
一
句
）

六
二

六
五

六
五

六
七

六
七

六
七

六
七

六
八

五
五

六
二



〈
広
告
「
社
会
之
敵

〈
広
告
「
中
村
春
雨

閲
梅
澤
和
軒

画

行
く
春

「
菊
池
幽
芳

〈
写
真

西
山
宗
因
筆

余
興

当
季
乱

露
・
第
八
号
募

俳
声
余
興
句
合
投

〈
広
告
「
避
暑
之
友

俳
画
募
集

題

【
第
一
巻
第
七
号
（
明

〈
資
料
紹

千
代
田
連
（
三
顧

尚
土
会

編
輯
雑
録

寄
贈
書
目

第
七
号
募
集
俳
句

ゆ
べ
か
ら
ず
）

皚
峰
訳
」
東
京
堂

君
新
作

一
条
成
美
君
画

無
花
果
」

君
著

菅
公
論
」・「
薄
田
泣
菫
君
著

」・「
浩
々
歌
客
君
著

下
村
為
山
君

君
著

下
村
為
山
君
画

よ
つ
ち
や
ん

蹟
・
齋
藤
徳
元
筆
蹟

題
（
葉
書
投
句
）
（
無
景
物
）・
句

集
俳
句
題

桐
一
葉
、
虫
、
稲
妻

吟
用
箋

夏
炉
冬
扇
」
俳
声
発
行
所

燈
籠

金
剛
山
房
主
人
選

治
卅
四
年
八
月
二
十
日
印
刷
発
行
）】

介
「
俳
声
」
総
目
次

堂
語
雪
君
選
）

（
無
署

題

昼
寝
、
蓮
、
心
太
（
一
題
二
句

（
天
地
人
三
光
へ
齋
藤
松
洲
先
生
画
の

（
＊
頁
数
無
）

・「
坪
内
文
学
博
士

満
谷
国
四
郎
君

画

出
門
一
笑
」・

」
（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

市
内
十
五

松
宇
（

楽
屋
も
の

（
＊
俳
句
）

無
黄
（

独
逸
市
中

募
集
俳

合
俳
句
募
集

題

（
七
四
）

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

晩
鴉
点
々

和
漢
学
者

（
＊
俳
句
）

永
機
（

（
＊
画
）

山
又
山
記

＊
烏
黒

七
二

七
二

名
）

七
三

七
三

七
四

宛
都
合
六
句
を
超

扇
地
紙
を
呈
す
）・

和
風
緑
野

俳
諧
修
辞

挿
画

挿
画

大
淀
三
千

挿
画

句
（
＊
俳
句
）

八
句
）・
無
黄
（
七
句
）

語
（
八
）

六
句
）・
松
宇
（
八
句
）・
在
大
坂
猿
男

の
音

画

題
、
燈
籠

当
選
（
＊
画
）

の
眼
よ
り
見
た
る
俳
諧
（
三
）

一
三
句
）・
竹
冷
（
三
句
）

（
一
）

（
一
五
句
）

一

学
（
七
）

夏
の
朝
（
＊
画
）

夏
の
夕
（
＊
画
）

風
（
三
）

秋
草
（
＊
画
）

一
五

一
六

行
子

一
六

一
六

一
七

（
六
句
）

き
の
子

一
七

一
九

月
嶺

一
七

伊
藤
松
宇

一
一

一
四

一
三

竹
嶼

一
三

川
村
烏
黒

一
三

一
五

四
八

鵜
澤
四
丁

一

七

齋
藤
松
洲

三

齋
藤
松
洲

五

久
保
天
随

七

一
〇

齋
藤
松
洲

八



〈
資
料
紹

老
鼠
堂
永
機
宗

聴
雨
窓
竹
冷
宗

挿
画

燈
籠

避
暑
地
大
坂
在

余
興
（
葉
書
投
句

＊
無
角
（
一
句

二
十
日
草
（
＊
俳

秋
剣
（
九
句
）・

笑
話
一
束

募
集
俳
画

題

滄
海
拾
珠

題

昼
寝
・
蓮
・

残
花
（
二
句
）・

雪
門
月
次
俳
諧
歌

素
白
（
六
句
）・

秋
興
（
五
句
）・

新
撰
俳
諧
百
人
一

募
集
俳
画

題

鴻
雁
二
声

（
＊
俳
句
）

介
「
俳
声
」
総
目
次

匠
選

匠
選

（
＊
画
）

齋
藤
松

宝
塚
之
写
生
（
＊
画
）
十
二
才
桜
洲

）
混
題
（
＊
選
句
）

）
＊
愚
仏
（
一
四
句
）

句
）

雀
志
（
四
句
）

松
田
竹

、
燈
籠

当
選
（
＊
画
）

蘆

心
太
（
＊
選
句
）

九
華
（
五
句
）・
竹
嶼
（
五
句
）

仙
（
＊
歌
仙
）

尚
古
（
六
句
）・
宇
貫
（
六
句
）・
雀

釣
雪
（
四
句
）・
葵
陽
（
三
句
）・
梅

首
（
六
）

井
上
秋

、
燈
籠

当
選
（
＊
画
）

子

菜
窓
無
角
・
滝
川
愚

三
〇

四
〇

四
〇

四
六

洲

三
三

画

四
五

（
＊
独
吟
連

福
田
汗
馬

蝦
夷
祭

（
＊
俳
句
）

湘
村
（

二
七

嶼

二
八

二
九

仙

二
九

不
完
全
な

逍
遙
吟

大
西
南

俳
諧
虎
之

仮
名
な
し

汗
馬
（

湘
村
俳
話

二
〇

志
（
三
句
）・

年
（
二
句
）

剣

二
一

二
六

松

二
一

仏

二
六

句
相
撲

月
庵
知

六
花
繽
粉

夫
婦
噺

募
集
俳

蚊
遣
草

中
原
清

一
九

雪
中
庵

一

句
）

（
一
四
句
）

北
海
道

四
句
）・
旭
桐
（
四
句
）・
鶯
里
（
一
句

る
記
臆

（
＊
俳
句
）

水
（
六
句
）

巻
（
一
）

三
句
（
＊
俳
句
）

一
句
）・
雉
子
（
二
句
）

題

露
（
＊
句
合
）

十
宗
匠
判

浪

画

題
、
燈
籠

当
選
（
＊
画
）

（
＊
俳
句
）

秀
（
九
句
）

雀
志
宗
匠
選

四
九

六
〇

春
舟
生

六
一

六
一

六
二

） 月
の
宮
人

五
六

五
七

五
七

武
子
桂
華

五
八

五
九

五
九

句
沙
彌
投

五
九

六
〇

五
一

五
四

華

露
舟

五
四

五
六

大
洲

五
五

五
六

四
六

五
〇



＊
抱
琴
（
一

＊
梓
石
（
一

＊
拈
華
（
一

＊
松
宇
（
一

＊
水
月
（
一

＊
南
甫
（
一

＊
秋
郊
（
一

曙
古
池
連
（
香

若
葉
会

函
館
新
声
社
（

七
月
廿
八
日
の

＊
紅
葉
（
一

＊
斜
汀
（
一

〈
資
料
紹

急
雨
一
過
（
葉
書

古
池
小
波
（
＊
彙
報

各
地
俳
況

秋
田
十
寸
穂
吟

越
後
新
声
会
第

千
代
田
連
弟
六

句
）
＊
南
水
（
一
句
）
＊
活
東
（
一

句
）
＊
苔
花
（
一
句
）
＊
宝
水
（
一

句
）
＊
龍
耳
（
一
句
）
＊
無
黄
（
一

句
）
＊
紅
露
（
一
句
）
＊
白
雨
（
一

句
）
＊
雲
外
（
一
句
）
＊
東
秋
（
一

句
）
＊
い
な
を
（
一
句
）
＊
白
水

句
）
＊
好
月
（
一
句
）
＊
迂
外
（
一

蘭
居
清
左
君
選
）

内
藤
鳴
雪
翁
選
）

俳
筵

句
）
＊
麦
人
（
一
句
）
＊
竹
嶼
（
一

句
）
＊
南
岳
（
一
句
）
＊
西
男
（
一

介
「
俳
声
」
総
目
次

投
書
）
（
＊
投
書
九
件
）

欄
）

社一
回
（
竹
嶼
選
・
松
宇
選
）

三
回
（
三
顧
堂
語
雪
君
選
・
桜
川
居
弦

句
）

句
）

句
）

句
）

句
）

（
一
句
）

句
）

山
（
秋

（
葉
書
投

予
告

〈
広
告
「
藤

新
刊
寄
贈

〈
広
告
「
俳

俳
声
余
興

六
四

六
四

六
五

六
五

六
五

六
六

六
六

句
）

句
）

俳
諧
年

十
千
万

俳
藪
の

雑
誌
半

第
八
号
募

は
岡
野

送
亭
す

六
二

六
三

六
三

六
三

六
四

月
君
選
）

＊
柿

韓
国
京

盛
岡
の

信
州
自

通
寺
町

季
）（
各
三
光
へ
は
川
村
雨
谷
先
生
画

句
）
当
季
混
題
・
句
相
撲
俳
句
募
集俳

声

島
武
二
画

鳳
晶
子
著

み
だ
れ
髪
」

書
目

藪
第
二
号
目
次

近
刊
」

句
合
投
吟
用
箋

表
の
編
纂

堂
大
人
の
病
痾

発
刊

面集
俳
句

題

桐
一
葉
、
虫
、
稲
妻

知
十
先
生
著
の
晋
其
角
華
抱
一
の
二
部

）・
余
興
（
無
景
）・
句
相
撲
俳
句
募
集 一

紅
（
一
句
）
＊
竹
冷
（
一
句
）

城
の
俳
席

蕉
談
会
（
互
選
）

然
会
支
部
壺
井
選
（
林
希
心
君
選
）

勧
業
場
燈
籠
句
集
（
完
花
亭
半

君
選の

扇
地
紙
を
呈
す
）・
余
興

題

川
（
冬
季
）

七
〇

会
発
起
人

七
一

東
京
新
誌
社

七
一

七
一

七
二

七
二

（
＊
頁
数
無
）

六
九

六
九

六
九

六
九

（
一
題
二
句
づ
ゝ
）（
天
へ

を
地
人
へ
は
其
角
一
部
を

・
第
九
号
募
集
俳
句

題

五
〇

六
六

六
七

六
八

六
八

・
松
田
竹
嶼
選
）

六
八

六
九



〈
資
料
紹

募
集
画
題

月

晩
鴉
点
々

新
撰
俳
諧
百
人
一

募
集
画
題

月

市
内
十
五
句
（
＊

〈
広
告
「
俳
声
叢
書

〈
広
告
「
俳
諧
書
類

〈
写
真

新
設
上
野
原

和
風
緑
野

俳
諧
修
辞
学
（
八

大
淀
三
千
風
（
四

〈
広
告
「
車
百
合
」

〈
広
告
「
曙
」
姫
百

俳
画
募
集

題

載
し
齋
藤
松
洲

【
第
一
巻
第
八
号
（
明

〈
広
告
「
避
暑
之
友

介
「
俳
声
」
総
目
次

当
選
（
＊
画
）

蕉

首
（
七
）

井
上
秋

当
選
（
＊
画
）

清

俳
句
）

夏
炉
冬
扇

再
版
」
俳
声
発
行
所

」
博
文
館

停
車
場
・
猿
橋
上
流
之
水
声

川
喜

）

鵜
澤
四

）

久
保
天

金
尾
文
淵
堂
・「
小
天
地
」
金
尾
文
淵

合
社

月

金
剛
三
房
主
人
選
（
当
選
の
分
は

先
生
画
の
扇
地
紙
を
呈
す
）

治
卅
四
年
九
月
二
十
日
印
刷
発
行
）】

夏
炉
冬
扇

再
版
」
俳
声
発
行
所

雨

一
三

剣

一
二

一
七

泉

一
三

一
七

一
八

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

多
虚
白
君
照
写

（
＊
頁
数
無
）

丁

一

五

随

六

一
一

第
一
巻
第
七
号

子
規
子
を

堂

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

本
誌
第
八
号
に
掲

（
＊
頁
数
無
）

髪
山
樵
話

（
＊
俳
句
）

永
機
（

山
又
山
記

＊
烏
黒

二
百
十
日

松
宇
（

（
＊
頁
数
無
）

無
黄
（

一

表
紙
（
俳
句
文
学
館
蔵
）

訪
ふ

（
一
）

山

七
句
）・
知
十
（
三
句
）・
残
花
（
四
句

（
二
）

（
二
七
句
）

（
＊
俳
句
）

十
句
）

八
句
）・
松
宇
（
七
句
）

五
一

角
田
竹
冷

二
三

猿
子
筆
記

一
八

二
〇

二
〇

）川
村
烏
黒

二
〇

二
二

二
二



題

桐
一
葉
・
稲

滝
川
愚
仏
宗
匠

選
句
に
就
て
愚
仏

太
白
堂
桃
年
宗

募
集
画
題

月

句
相
撲

題

萩

森
無
黄
宗
匠
判

葵
陽
（
二
句
）・

雀
志
（
二
句
）

俳
諧
楽
屋
も
の
が

募
集
画
題

月

（
＊
俳
句
）

愚
仏
（
八
句
）・

滄
海
拾
珠

〈
資
料
紹

＊
竹
冷
（
一
句

雪
門
月
次
脇
起
俳

尚
古
（
六
句
）・

秋
興
（
五
句
）・

後
座
探
題
（
＊
俳

梅
年
（
二
句
）・妻

・
虫
（
＊
選
句
）

選先
生
の
雁
信

匠
選当

選
（
＊
画
）

水

（
＊
句
合
）

素
白
（
二
句
）・
宇
貫
（
二
句
）・

た
り
（
九
）

行
々

当
選
（
＊
画
）

廬

竹
嶼
（
六
句
）・
猿
男
（
一
〇
句
）

介
「
俳
声
」
総
目
次

）
＊
子
規
（
二
句
）

諧
之
連
歌
（
＊
歌
仙
）

五
世
雪

宇
貫
（
六
句
）・
素
白
（
六
句
）・
雀

梅
年
（
二
句
）・
葵
陽
（
二
句
）

句
）

尚
古
（
二
句
）・
秋
興
（
二
句
）・

二
七

三
三

三
四

三
五

三
五

四
〇

棹

三
七

四
〇

四
八

不
完
全
な

募
集
画

通
篇
の
連

福
田
汗

寒
蛩
喞
々

温
古
莠
園

蛙
合
せ
（

子

二
五

二
六

洲

二
五

二
六

二
七

向
島
の
初

大
西
南

棒
十
句

塵
山
（

句
評
問
答

夏
の
か
た

中
原
清

中

二
三

二
四

志
（
五
句
）・

二
四

募
集
画

募
集
画

余
興
（
葉

川
村
烏

六
花
繽
粉

江
戸
名
所

記
臆
を
読
み
て

題

月

当
選
（
＊
画
）

句
（
＊
連
句
）

馬
（
八
句
）

（
葉
書
投
書
）
（
＊
投
書
一
三
件
）

承
前
）

仙
花
判
（
無

秋
（
＊
俳
句
）

水
（
一
〇
句
）

（
＊
俳
句
）

一
〇
句
）

一
束

み
（
＊
俳
句
）

秀
（
一
二
句
）

一

題

月

当
選
（
＊
画
）

題

月

当
選
（
＊
画
）

書
投
句
）
当
季
混
題
（
＊
選
句
）

黒
宗
匠
選

吟
集
（
一
）

梅
井
其
芳

五
七

五
八

寿
洞

五
八

五
九

五
九

六
〇

署
名
翻
刻
）
六
一

六
三

五
三

五
三

五
四

珠
鶴
庵

五
四

五
六

五
七

五
二

素
洲

四
二

物
外

四
七

四
九

五
一

中
原
清
秀

五
一

五
三



〈
資
料
紹

〈
広
告

俳
声
会
々
則

新
刊
寄
贈
書
目

〈
広
告

日
曜
日
雑
記

（
一
人
四
句

す
）・
句
合

落
葉
会

函
館
新
声
社
（

募
集
画
題

月

菜
窓
無
角
君
の

紫
風
会
（
雪
中

千
代
田
連

第

編
輯
室
破
窓
の
下

俳
況深

川
俳
況
（
十

上
野
水
無
月
会

越
後
新
声
会
（

若
葉
会

信
濃
自
然
会
（

柿
の
実
会

古
池
小
波
（
＊
彙
報介

「
俳
声
」
総
目
次

俳
声

を
募
集
す
・
第
九
号
分
募
集
俳
句

づ
ゝ
）（
各
三
光
へ
は
川
村
雨
谷
先
生

俳
句
募
集

題

河
或
は
水
（
冬
季

内
藤
鳴
雪
翁
選
）

（
＊
画
）

木
村
紫

帰
京

庵
雀
志
君
選
）

六
十
四
回

よ
り

竹

千
万
堂
紅
葉
宗
匠
選
）

岡
野
知
十
先
生
選
・
松
田
竹
嶼
選
）

渡
邊
其
鳳
先
生
選
）

欄
）

会

七
〇

七
一

題

山
（
秋
季
）

画
の
扇
地
紙
を
呈

）・
第
十
号
分
募
集

〈
広
告

「
秀キ

」

〈
広
告
「
社

〈
写
真

建
部

六
六

六
六

六
八

山

六
七

六
八

六
八

六
八

嶼

六
九

〈
広
告
「
社

俳
画
募
集

選（
秀
逸

紙
を
贈

【
第
一
巻
第
九

二
十
日
発
行

六
四

六
四

六
五

六
五

六
五

六
五

六
六

六
六

冬
扇

句
募

俳
声
余
興

〈
広
告
「
書所

・

〈
広
告
「
秋ン

キ
俳
句

一

才
文
壇
」
文
光
堂
・「
俳
海
」
俳
海
発

中
村
屋
書
店
・「
ゴ
ム
印
」
明
進
堂

会
之
敵

皚
峰
訳
」
東
京
堂

巣
兆
筆
蹟
・
夏
目
成
美
筆
蹟

会
之
敵

皚
峰
訳
」
東
京
堂

第
九
号
分

題

菊

第
十
号
分

に
当
選
し
た
る
分
に
は
賞
典
と
し
て

呈
す
）

号
（
明
治
三
十
四
年
十
月
十
九
日
印

）】 一
部
づ
ゝ
を
呈
す
）・
余
興
端
書
投
句

集

題

人
（
冬
季
）

句
合
投
吟
用
箋

籍
雑
誌
取
次
販
売

開
業
広
告
」
集
成

「
俳
藪
」
晩
鐘
会
・「
白
虹
」
素
蛾
文

水
」
天
声
社
・「
懸
賞
俳
句
募
集
」
実

」
中
村
屋
書
店

予
告

題

時
雨
薬
喰
（
一
題
二
句

五
三

行
所
・「
簡
易
複
写
イ
ン

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

題

時
雨
金
剛
山
房
主
人

齋
藤
松
洲
先
生
画
の
扇
地

（
＊
頁
数
無
）

刷
・
明
治
三
十
四
年
十
月

（
当
季
混
題
）・
句
合
俳

七
二

（
＊
頁
数
無
）

館
・「
半
面
」
半
面
発
行

学
会

（
＊
頁
数
無
）

業
通
信
社
・「
簡
易
複
写
イ

（
＊
頁
数
無
）

宛
）（
各
三
光
へ
は
夏
炉



新
撰
俳
諧
百
人
一

募
集
画
題

菊

俳
諧
楽
屋
も
の
語

挿
画

菊

独
逸
市
中
の
音
（

燈
影
（
＊
俳
句
）

無
角
（
五
句
）・

随
読
随
抄

挿
画

秋
（
＊

秋
影
（
＊
俳
句
）

松
宇
（
一
一
句

石
老
山
の
記

月
影
（
＊
俳
句
）

無
黄
（
七
句
）・

〈
資
料
紹

晩
鴉
点
々

俳
諧
修
辞
学
（
九

和
漢
学
者
の
眼
よ

募
集
画
題

菊

星
影
（
＊
俳
句
）

永
機
（
二
〇
句

首
（
八
）

井
上
秋

当
選

秀
逸
（
＊
画
）

物

（
十
）

行
々

川
村
烏

第
七
号
の
続
）

き
の

竹
嶼
（
七
句
）

魯
庵

画
）

齊
藤
松

）・
愚
仏
（
三
句
）・
猿
男
（
五
句
）

久
保
天

半

（
九
句
）

介
「
俳
声
」
総
目
次

）

鵜
澤
四

り
見
た
る
俳
諧
（
四
）

伊
藤
松

当
選

秀
逸
（
＊
画
）

素

）

剣

一
三

一
八

外

一
四

子

一
八

黒

一
九

子

二
〇

二
一

二
一

俳
声
同
人

募
集
画

余
興
当
季

菜
窓
無

六
花
繽
粉

句
評
問
答

蝦
夷
の
月

生

七

一
〇

洲

九

一
〇

一
一

随

一
一

一
二

一
二

一
三

滄
海
拾
珠

句
相
撲

行
司

題

山
（

京
都

選
句
に
就

投
吟
諸
君

丁

一

四

宇

四

六

洲

五六

俳
諧
秋
の

＊
四
丁

募
集
画

俳
諧
空
談

甲
州
猿
橋

挿
画

選
（
＊
選
句
）

題

菊

当
選
（
＊
画
）

混
題
（
葉
書
投
句
）
（
＊
選
句
）

角
選

一
束
（
つ
ゝ
き
）

題

河
或
は
水
（
冬
季
）
（
＊
句
合

伊
藤
松
宇

秋
季
）
（
＊
選
句
）

不
識
庵
聴
秋
選

て
紅
葉
先
生
の
書
翰

へ
申
訳

一

こ
の
ご
ろ

（
一
五
句
）

題

菊

当
選

秀
逸
（
＊
画
）

三
日
旅
（
上
）

猿
橋
御
苦
労
双
六
（
＊
画
）

四
七

五
一

廬
仙

四
八

五
一

五
二

珠
鶴
庵

五
三

福
原
雨
六

五
三

五
五

）

三
二

四
三

四
三

四
五

尾
崎
紅
葉

四
六

（
無
署
名
）

四
六

五
四四

丁
庵

二
二

二
五

清
泉

二
三

城
南
隠
士

二
五

二
七

竹
嶼
生

二
七

三
二

齊
藤
松
洲
（
＊
頁
数
無
）



〈
資
料
紹

＊
無
黄
（
三

函
館
新
声
社
（

若
葉
会

秋
田
十
寸
穂
吟

落
葉
集

黄
菊
白
菊
（
葉
書

古
池
小
波
（
＊
彙
報

俳
況秋

声
会

＊
烏
黒
（
六

＊
四
丁
（
一

＊
知
十
（
四

秋
扇
（
＊
俳
句
）

中
原
清
秀
（
一

俳
界
私
録

俳
諧
虎
之
巻
（
二

募
集
画
題

菊

日
曜
日
雑
記
（
＊

久
保
天
随
閲

予
の
思
ふ
と
こ
ろ

介
「
俳
声
」
総
目
次

句
）
＊
黄
雨
（
二
句
）
＊
竹
冷
（
二

内
藤
鳴
雪
翁
選
）

社 投
書
）
（
＊
投
書
一
一
件
）

欄
）

句
）
＊
愚
仏
（
一
句
）
＊
紅
葉
（
四

句
）
＊
残
花
（
三
句
）
＊
不
曲
（
三

句
）
＊
松
宇
（
二
句
）
＊
猿
男
（
二

三
句
）

出
雲

乃
東

）

武
子
桂

当
選

秀
逸
（
＊
画
）

鳳

投
稿
短
文
）

（
再
）

須
田
子

句
）

六
五

六
六

六
六

六
六

六
八

六
八

下
）・
第

剛
山
房

生
画
の

六
三

六
四

六
五

句
）

句
）

句
）

二
句

け
ら

（
当題

俳
声
余
興

〈
広
告
「
俳

俳
画
募
集

五
七

庵

五
七

五
八

華

五
九

六
〇

苔

五
九

六
一

六
三

信
州
自

寄
贈
書

〈
広
告

俳
声

〈
広
告

日
曜

（
一端

書
十
一

俊

五
五

五
七

千
代
田

一

十
一
号
分

第
大
晦
日
（
用
紙
及
大

主
人
選
（
秀
逸
に
当
選
し
た
る
分
に
は

扇
地
紙
を
贈
呈
す
）

宛
）（
各
三
光
へ
は
夏
炉
冬
扇
一
部

れ
た
る
分
に
は
他
の
俳
書
を
進
呈

季
混
題
）（
用
紙
は
葉
書
に
限
り
一
葉

顔
（
冬
季
）

句
合
投
吟
用
箋

声
叢
書

夏
炉
冬
扇

再
版
」
俳
声
発

第
十
号
分

題

時
雨
（
用
紙
薄
美

然
会

目会
々
則

日
雑
記
を
募
集
す
・
第
十
号
分
募
集

題
二
句
宛
）（
各
三
光
へ
は
夏
炉
冬

投
句
（
当
季
混
題
）・
句
合
俳
句
募
集

号
分
募
集
俳
句

題
水
仙
、
紙
衣
、

連
（
三
顧
堂
語
雪
選
・
対
雪
庵
暉
麓
評

五
五

き
さ
は
前
例
の
通
り
）
金

賞
典
と
し
て
齋
藤
松
洲
先

（
＊
頁
数
無
）

宛
進
呈
す
既
に
此
賞
を
受

す
）・
余
興

端
書
投
句

四
句
ま
で
）・
句
合
俳
句

七
二

（
＊
頁
数
無
）

行
所

（
＊
頁
数
無
）

濃
大
き
さ
は
本
誌
一
頁
以

六
八

六
九

七
〇

俳
声
会

七
〇

七
一

俳
句

題

時
雨

薬
喰

扇
つ

を
呈
す
）・
余
興

題

人
（
冬
季
）・
第

年
の
暮
又
は
行
年
（
一
題

）

六
八



募
集
画
題

時

募
集
画
題

時

玉
英
（
＊
俳
句
）

永
機
（
一
七
句

山
又
山
記
（
三
）

＊
烏
黒
（
一
二

募
集
画
題

時

和
風
緑
野

俳
諧
修
辞
学
（
十

月
朶
（
＊
俳
句
）

烏
黒
（
五
句
）

晩
鴉
点
々

新
撰
俳
諧
百
人
一

募
集
画
題

時

〈
資
料
紹

【
第
一
巻
第
十
号
（
明

一
月
二
十
日
発
行
）】

〈
広
告
「
細
腰
帯
酔

〈
広
告
「
俳
声
叢
書

〈
口
絵

時
雨
（
＊

雨

当
選
（
＊
画
）

廬

雨

当
選

秀
逸
（
＊
画
）

古

）

川
村
烏

句
）

雨

当
選
（
＊
画
）

雨

）

鵜
澤
四

首
（
九
）

井
上
秋

雨

当
選
（
＊
画
）

清

介
「
俳
声
」
総
目
次

治
三
十
四
年
十
一
月
十
九
日
印
刷
・

図

梶
田
半
古
画

仇
浪

再
版
」
文

夏
炉
冬
扇

再
版
」
俳
声
発
行
所

画
）

齊
藤
松

仙

六

保

九
一
〇

黒

一
一

一
二

人

一
一

旅
雁
（
＊

京
都

雪
門
月
次

梅
年
（

尚
古
（

釣
雪
（

葦
声
（
＊

丁

一

二二

剣

三

一
〇

泉

四

無
黄
（

俳
諧
楽
屋

募
集
画

寒
香
（
＊

松
宇
（

猿
橋
三
日

募
集
画

明
治
三
十
四
年
十

禄
堂（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

州
（
＊
頁
数
無
）

新
深
川
集

鳴
雪
（

三
色
（
＊

竹
冷
（

俳
諧
空
談

霜
花
（
＊

俳
句
）

聴
秋
（
六
句
）

俳
諧
之
連
歌
（
＊
歌
仙
）

四
句
）・
香
陽
（
四
句
）・
雀
志
（
四
句

三
句
）・
枝
川
（
三
句
）・
葵
陽
（
三
句

三
句
）・
素
正
（
三
句
）

俳
句
）

一
〇
句
）・
黄
雨
（
二
句
）・
猿
男
（
五

も
の
語
（
十
一
）

題

時
雨

当
選
（
＊
画
）

俳
句
）

一
七
句
）・
愚
仏
（
六
句
）

旅
（
中
）

題

時
雨

当
選
（
＊
画
）

一

（
＊
歌
仙
）

脇
起
）・
松
宇
（
三
五
句
）

俳
句
）

三
句
）

俳
句
）

二
三

二
四

）・
素
白
（
四
句
）・

）・
秋
興
（
四
句
）・

二
五

句
）行

々
子

一
八

一
九

竹
仙

一
八

一
九

松
田
竹
嶼

二
〇

二
三

物
外

二
一

五
六

一
二

一
三

一
三

城
南
隠
士

一
四

一
七

一
七



〈
資
料
紹

濤
声

江
戸
名
所
吟
集

秋
と
冬
（
＊
俳
句

水
巴
（
十
句
）

和
蘭
陀
菊
（
＊
俳

岡
野
知
十
選

其
角
堂
機
一
選

葉
書
投
句
（
当
季

完
花
亭
半

選

題

山
（
秋
季
）

十
千
万
堂
紅
葉

六
花
繽
粉

随
読
随
抄

滄
海
拾
珠

句
相
撲

題

人

行
司

鵜
澤
四

募
集
画
題

時

俳
声
会
第
一
回
開

題

時
雨
・
薬
喰

雀
志
（
三
句
）・介

「
俳
声
」
総
目
次

谷
崎
廬

二

中
原
清

）句
）

東
風

混
題
）
（
＊
選
句
）

第
九
号
分
（
＊
選
句
）

選

魯
庵

（
冬
季
）
（
＊
句
合
）

丁雨

当
選
（
＊
画
）

大

会

（
無
著

（
＊
選
句
）

機
一
（
三
句
）・
竹
嶼
（
五
句
）

郷

五
二

五
三

秀

五
三

五
五

五
五

丸

五
六

社
告

古
池
小
波

俳
況枯

木
庵

＊
松

三
八

四
一

四
一

四
五

四
六

四
八

四
九

五
一

募
集
画

柴
栗
（
＊

中
原
清

日
曜
記
雑

久
保
天

募
集
画

落
葉
飛
来

生

二
五

二
六

二
七

三
八

洲

三
三

名
）

三
八

東
窓
（

春
舟
（

手
控

霜
葉
（
＊

露
文
（

枯
枝
子

俳
界
私
録

恵
山
（

一
社
員

（
＊
彙
報
欄
）

観
菊
俳
席

宇
（
四
句
）
＊
無
黄
（
三
句
）
＊
不

題

時
雨

当
選
（
＊
画
）

俳
句
）

秀
（
一
〇
句
）

記
（
＊
投
稿
短
文
）

随
閲

題

時
雨

当
選
（
＊
画
）

（
葉
書
投
書
）
（
＊
投
書
九
件
）

二
句
）・
俳
狂
（
二
句
）・
吟
玉
（
三
句

六
句
）・
怒
濤
（
五
句
）・
東
風
丸
（
三

俳
句
）

二
句
）・
其
芳
（
二
句
）・
志
慶
（
二
句

（
二
句
）・
疎
山
（
一
句
）・
鵞
堂
（
一

一
句
）・
豊
水
（
一
句
）・
巳
月
（
一
句

五
七

一
同
敬
白

六
七

六
八

六
九

曲
（
二
句
）

月
嶺

五
九

六
一

六
二

六
六

窓
竹

六
五

六
六

六
七

）・句
）

疎
山

五
七

五
八

）・句
）乃

東
庵

五
八

六
一

）・



撲
と
す
）・
第
二

へ
は
松
洲
先
生

撲

題

神
（

〈
広
告
「
十
五
銭
叢

増
補
文
字
反

俳
声
余
興
句
合
投

〈
広
告
「
俳
海
」
俳

吐
虹
会
（
角
田

白
毫
会

新
刊
寄
贈
書
目

俳
声
会
々
則

日
曜
日
雑
記
を
募

暮
、
又
は
行
年

（
当
季
混
題
）・

〈
資
料
紹

＊
天
随
（
四

＊
愚
仏
（
一

＊
竹
嶼
（
三

函
館
新
声
社
（

若
葉
会
（
互
選

信
濃
自
然
会

巻
第
一
号
俳
句
募
集

題

新
年
梅

画
の
扇
地
紙
を
呈
す
）・
端
書
投
句
（

春
季
）

書

上
野
貞
正
君
著

欧
米
政
体
通
覧

古
明
治
大
諷
刺
」
王
道
雑
誌
社

吟
用
箋

海
発
行
所
・「
秀
才
文
壇
」
文
光
堂

竹
冷
先
生
選
）

俳
声

集
す
・
第
十
一
号
俳
句
募
集

題

水

（
各
三
光
へ
は
夏
炉
冬
扇
一
部
宛
を

句
相
撲

題

顔
（
冬
季
）（
本
号
よ

介
「
俳
声
」
総
目
次

句
）
＊
烏
有
（
二
句
）
＊
天
香
女

句
）
＊
か
ね
子
（
一
句
）
＊
黄
雨

句
）
＊
烏
黒
（
四
句
）

内
藤
鳴
雪
翁
選
）

）

、
羽
子
（
各
三
光

当
季
混
題
）・
句
相

（
＊
頁
数
無
）

井
上
秋
剣
君
著

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）

俳
諧
修
辞

俳
諧
連
句

霰
声
（
＊

愚
仏
（

和
漢
学
者

素
花
（
＊

永
機
（

六
九

七
〇

七
〇

七
〇

七
一

会

七
一

七
二

仙
、
紙
衣
、
年
の

呈
す
）・
端
書
投
句

り
五
人
抜
の
句
相

〈
広
告
「
俳

〈
広
告
「
十増

補

〈
写
真

京
都

大
和

晩
鴉
点
々

（
一
句
）

（
三
句
）六

八

六
九

六
九

六
九

俳
画
募
集

雪

金

松
洲
先

【
第
一
巻
第
十

十
二
月
二
十

学
（
十
一
）

俳
句
）

四
句
）・
無
黄
（
一
一
句
）

の
眼
よ
り
見
た
る
俳
諧
（
五
）

俳
句
）

一
八
句
）

声
叢
書

夏
炉
冬
扇

三
版
」
俳
声
発

五
銭
叢
書

上
野
貞
正
君
著

欧
米
政

文
字
反
古
明
治
大
諷
刺
」
王
道
雑
誌

梅
黄
社
時
雨
会
の
実
況

不
識
庵
聴

多
武
峯
山
中
の
実
景

谷
崎
芦
卿
君 一

第
十
一
号
分

題
大
晦
日

第
二

剛
山
房
主
人
選
（
秀
逸
に
当
選
し
た
る

生
画
の
扇
地
紙
を
贈
呈
す
）

一
号
（
明
治
三
十
四
年
十
二
月
十
九

日
発
行
）】

鵜
澤
四
丁

一

二

（
無
署
名
）

二

三三

伊
藤
松
宇

四四

行
所

（
＊
頁
数
無
）

体
通
覧

井
上
秋
剣
君
著

社

（
＊
頁
数
無
）

秋
君
寄
贈
・

照
写
寄
贈

（
＊
頁
数
無
）

五
八

巻
第
一
号

題

新
年
梅

分
に
は
賞
典
と
し
て
齋
藤

（
＊
頁
数
無
）

日
印
刷
・
明
治
三
十
四
年



〈
資
料
紹

霜
声
（
＊
俳
句
）

無
角
（
九
句
）・

俳
諧
楽
屋
も
の
語

俳
声
の
既
住
と
将

雪
声
（
＊
俳
句
）

新
撰
俳
諧
百
人
一

募
集
画
題

大

甲
州
猿
旅
三
日
旅

夜
寒
之
巻
（
＊
歌

無
黄
（
一
八
句

俳
談募

集
画
題

大

山
又
山
記
（
四
）

＊
烏
黒
（
一
三

募
集
画
題

大

俳
諧
空
談

承
前

募
集
画
題

大

つ
ら
ゝ
の
床
（
＊

鳳
羽
（
一
八
句

募
集
画
題

大
介
「
俳
声
」
総
目
次

雀
志
（
三
句
）・
猿
男
（
四
句
）

（
十
二
）

行
々

来

竹

首
（
十
）

井
上
秋

晦
日

当
選
（
＊
画
）

南

（
中
の
続
き
）

松
田
竹

仙
）

）・
松
宇
（
一
八
句
）

角
田
竹
冷
演
述
・
若
林
社
中
速

晦
日

秀
逸

当
選
（
＊
画
）

廬

川
村
烏

句
）

晦
日

当
選
（
＊
画
）

清

城
南
隠

晦
日

当
選
（
＊
画
）

水

歌
仙
）

）・
黄
雨
（
一
八
句
）

晦
日

秀
逸
当
選
（
＊
画
）

物

二
五

子

二
六

嶼

二
六

二
七

二
八

俳
声
会
第

＊
松
宇

＊
汀
鴉

＊
如
幻

＊
無
黄

剣

一
三

一
八

畝

一
七

嶼

一
八

二
一

二
一

二
二

記

二
二

二
五

洲

二
三

題

水
仙

森
猿
男

雪
中
庵

募
集
画

句
相
撲
五

行
司

募
集
画

黒

六

八

泉

八

士

九

一
二

棹

一
一

一
二

鱗
信＊

愚
仏

募
集
画

氷
面
鏡

松
宇
（

俳
諧
立
噺

滄
海
拾
珠

外

五

黄
雨
（

一

一
回

（
四
句
）
＊
四
丁
（
四
句
）
＊
し
つ

（
二
句
）
＊
丹
鶴
（
二
句
）
＊
時
処

（
二
句
）
＊
白
岑
（
二
句
）
＊
黄
雨

（
四
句
）
＊
秋
剣
（
三
句
）
＊
露
竹

・
紙
衣
・
年
の
暮

選雀
志
選

題

大
三
十
日

当
選
（
＊
画
）

人
抜
（
＊
句
合
）

森
無
黄

題

大
晦
日

当
選
（
＊
画
）

（
三
一
句
）

題

大
晦
日

当
選
（
＊
画
）

（
＊
俳
句
）

一
二
句
）

六
句
）・
竹
嶼
（
七
句
）

五
九

（
無
署
名
）
六
一

六
四

か
（
三
句
）

（
二
句
）

（
三
句
）

（
二
句
）

三
五

三
六

三
七

四
六

宏
碧

三
九

四
七

六
〇

輦
齊

五
三

瀧
川
愚
仏

二
八

三
〇

古
堂

二
九

三
一

菜
窓
無
角

三
一

三
四



＊
角
田
竹
冷
選

暁
月
霜
林
（
端
書

古
池
小
波
（
＊
彙
報

俳
況如

水
会
（
伊
藤

若
葉
会
（
互
選

信
濃
自
然
会
（

＊
白
堂
（
二
句

＊
風
香
（
三
句

＊
竹
嶼
（
四
句

＊
伊
藤
松
宇
選

〈
資
料
紹

第
二
巻
第
一
号
、
巌
谷

（
＊
選
句
）

投
書
）
（
＊
投
書
七
件
）

欄
）

松
宇
先
生
選
）

）竹
嶼
選
）

）
＊
可
粛
（
二
句
）
＊
草

二
句

）
＊
静
堂
（
一
句
）
＊
白
古
（
三
句

）
＊
竹
冷
（
四
句
）

（
＊
選
句
）

介
「
俳
声
」
総
目
次

小
波
「
異
郷
の
秋
思
」
挿
絵
（
梶
田
半
古
画

六
五

六
六

六
六

六
七

六
七

六
七

号
俳
句

宛
）・
句

〈
広
告
「
再

俳
声
余
興

〈
広
告

「
句人

」

俳
画
募
集

））

函
館
青

編
輯
室
破

俳
声
会
々

寄
贈
書
目

三
日
間
雑

（
各
三
光

（
一
葉
に

）（
俳
句
文
学
館
蔵
）

白
毫
会

千
代
田

羽
前
鶴

青
春
会

甲
州
鴉

募
集
画
題

募
集

題

烟
（
春
季
）・
端
書
投
句

相
撲
五
人
抜

版
！

仇
浪
」
文
禄
堂

句
合
投
吟
用
箋

集

胡
沙
笛
」
白
鳩
社
・「
芭
蕉
新
聞

東
京
新
誌
社

第
二
巻
第
一
号
分

題

新
年
梅
、

蕪
会

窓
の
下
よ
り

則記
を
募
集
す
・
第
二
巻
一
号
俳
句
募

へ
は
松
洲
画
伯
筆
の
扇
地
紙
を
呈
す

四
句
宛
）・
句
相
撲
五
人
抜

題

神 一

第
三
回

連
第
六
十
六
回
（
三
顧
堂
語
雪
君
選
）

岡
の
俳
況

会
（
雪
中
庵
雀
志
君
選
・
松
田
竹
嶼
選

大
晦
日

当
選
（
＊
画
）

春
季
混
題
（
一
葉
四
句

後
一
（
＊
広
告
頁
）

後
二
（
＊
広
告
頁
）

後
三
（
＊
広
告
頁
）

」
芭
蕉
新
聞
社
・「
少
詩

後
四
（
＊
広
告
頁
）

雪
（
用
紙
薄
美
濃
に
て
大

七
〇

（
無
署
名
）

七
〇

俳
声
会

七
一

七
二

七
二

集

題

新
年
梅
、
羽
子

）・
葉
書
投
句
（
春
季
）

（
春
季
）・
第
二
巻
第
二

六
〇

六
七

六
七

六
八

六
八

六
八

）

六
八

七
〇

月
嶺

六
九



〈
資
料
紹

異
郷
の
秋
思

＊
小
波
（
一
六

俳
諧
な
ゝ
く
さ

選
句
に
就
て
森
猿

募
集
画
題

雪

俳
談

俳
句
に
枕
詞
を
用

素
葩
数
枝
（
＊
俳

愚
仏
（
三
一
句

竹
嶼
（
六
句
）・

（
＊
画
）

和
漢
学
者
の
眼
よ

同
断
）
金
剛
山

齋
藤
松
洲
先
生

【
第
二
巻
第
一
号
（
明

十
日
発
行
）】

〈
口
絵

虎

齊
藤
松

き
さ
は
堅
五
寸

介
「
俳
声
」
総
目
次

在
伯
林
小
波
作
句
・
川
村
黄
雨

句
）

四
丁

男
先
生
よ
り
の
書
翰

猿

当
選
（
＊
画
）

木

角
田
竹
冷
口
演
・
若
林
社
中
速

ふ
る
の
例

森
無

句
）

）・
猿
男
（
四
句
）・
黄
雨
（
六
句
）・

竹
冷
（
一
句
）

物

り
見
た
る
俳
諧
（
六
）

伊
藤
松

房
主
人
選
（
秀
逸
に
当
選
し
た
る
分

画
の
扇
地
紙
を
贈
呈
す
）

治
三
十
五
年
一
月
十
九
日
印
刷
・
明

洲 横
三
寸
迄
）・
第
二
巻
第
一
号

題

評

二
二

二
四

庵

二
四

二
八

男

二
八

三
一

枯

二
九

募
集
画

謹
賀
新
年

紅
葉
（

黄
雨
（

竹
嶼
（

記

一

九

黄

一
〇

一
五

一
六

外
（
＊
頁
数
無
）

宇

一
七

二
一

新
年
詞
友

＊
西
男

＊
鐵
洲

＊
怡
亭

＊
素
岳

句
相
撲

行
司

に
は
賞
典
と
し
て

（
＊
頁
数
無
）

治
三
十
五
一
月
二

（
＊
頁
数
無
）

永
機
（

松
宇
（

俳
諧
空
談

俳
諧
楽
屋

新
撰
俳
諧

（
＊
画
）

幽
々
（
第

雪
解
（
大
き
さ
前

韶
光
（
＊

一

題

雪

当
選

秀
逸
（
＊
画
）

（
＊
俳
句
）

一
句
）・
無
角
（
一
句
）・
四
丁
（
一
句

一
句
）・
松
宇
（
一
句
）・
愚
仏
（
一
句

一
句
）・
芦
郷
（
一
句
）・
猿
男
（
一
句

帖（
一
句
）
＊
清
狂
（
一
句
）
＊
雪
簑

（
二
句
）
＊
物
外
（
二
句
）
＊
青
瓢

（
二
句
）
＊
十
且
子
（
一
句
）
＊
珠

（
一
句
）
＊
蕉
雨
（
一
句
）
＊
閑
幽

題

神
（
春
季
）
（
＊
句
合
）

伊
藤
松
宇

五
句
）・
雀
志
（
三
句
）・
芦
郷
（
三
句

六
句
）・
無
黄
（
四
句
）・
紅
葉
（
二
句

も
の
語
（
十
三
）

百
人
一
首
（
十
一
）

一
信
）

俳
句
）

六
一

古
保

五
五

六
一

）・）・）・ 松
田
竹
嶼

四
八

四
九

人
（
一
句
）

（
三
句
）

郎
（
一
句
）

（
一
句
）

五
〇

六
四

）・）城
南
隠
士

三
二

三
四

行
々
子

三
五

井
上
秋
剣

三
六

四
四

廬
洲
（
＊
頁
数
無
）

齋
藤
松
洲

四
四

四
八

三
一



若
葉
会
（
互
選

青
梅
案
山
子
吟

吐
虹
会
第
六
回

神
戸
水
明
会
第

一
月
十
二
日
小

沼
津
の
俳
況

俳
声
会
開
会
報
告

（
冬
季
混
題
前
号

春
季
混
題
（
葉

募
集
画
題

新

三
ヶ
日
雑
記
（
＊

井
上
秋
剣
閲

鶯
語
嬌
々
（
端
書

俳
況
（
＊
彙
報
欄

〈
資
料
紹

竹
冷
（
一
句
）・

募
集
俳
句

題

聴
雨
窓
竹
冷
選

募
集
画
題

雪

京
都

不
識
庵

葉
書
投
句
（
＊
選）社

（
四
丁
先
生
選
）

（
角
田
竹
冷
先
生
選
）

二
回
小
集

集

俳
声

分
）
俳
声
同
人
選

書
）
俳
声
同
人
選

年
梅

当
選
（
＊
画
）

輦

投
稿
短
文
）

投
書
）
（
＊
投
書
一
一
件
）

） 介
「
俳
声
」
総
目
次

無
黄
（
一
句
）

新
年
梅
・
羽
子
（
＊
選
句
）

当
選
（
＊
画
）

風

聴
秋
選

句
）

七
九

八
〇

八
〇

八
〇

八
一

八
一

八
一

八
一

八
二

会

八
二

〈
広
告

俳
句

所

俳
声
余
興

〈
広
告
「
俳

俳
画
募
集

さ
本
誌

金
剛
山

七
二

七
四

七
四

七
六

齊

七
三

七
六

七
八

七
八

七
九

枚
四

募
集

先
生

句

〈
広
告
「
絵新

誌

六
四

六
八

吾

六
七

六
八

七
一

編
輯
室
破

俳
声
会
々

新
刊
寄
贈

〈
広
告

雅
号

（
春呈

し
募
集
（
小
石
川
江
戸
川
行
燈
）・「
新

句
合
投
吟
用
箋

諧
専
門

芭
蕉
新
聞
」
芭
蕉
新
聞
社

第
二
巻
第
二
号
分

題

雪
解
（
用

一
頁
大
迄
）・
第
二
巻
第
三
号
分

題

房
主
人
選
（
秀
逸
に
当
選
し
た
る
分
に

句
宛
）・
句
相
撲

題

橋
（
春
季
）

題

村
（
春
季
）（
一
人
四
句
宛
）

画
の
扇
地
紙
を
呈
し
地
人
へ
は
夏
炉

春
季
混
題
（
一
葉
四
句
宛
）・
句
相
撲

入
月
刊
文
学
美
術
雑
誌

明
星
」・「
投

社

一

窓
の
下
よ
り

（
無
署
名

則

俳
声

書
目起

因
録
を
募
集
す
・
第
二
巻
第
二

季
）（
一
人
四
句
迄
）（
天
へ
は
齋
藤

地
人
へ
は
夏
炉
冬
扇
を
呈
す
）・
葉

著
月
刊
」
新
著
月
刊
発
行

六
（
＊
広
告
頁
）

（
＊
頁
数
無
）

八
（
＊
広
告
頁
）

紙
薄
美
濃
に
て
用
紙
大
き

初
午
（
大
き
さ
前
同
断
）

は
賞
と
し
て
齋
藤
松
洲
先

・
第
二
巻
第
三
号
分
俳
句

（
各
天
位
へ
は
齋
藤
松
洲

冬
扇
を
呈
す
）・
端
書
投

題

風（
春
季
）

四
（
＊
広
告
頁
）

稿
募
集

少
詩
人
」
東
京

五
（
＊
広
告
頁
）

六
二

）

一
（
＊
広
告
頁
）

会

一

二
（
＊
広
告
頁
）

二

三
（
＊
広
告
頁
）

号
分
俳
句
募
集

題

烟

松
洲
先
生
画
の
扇
地
紙
を

書
投
句

春
季
混
題
（
一



〈
資
料
紹

＊
幽
山
（
三
句

＊
露
竹
（
二
句

＊
物
外
（
四
句

＊
草

四
句

＊
素
水
（
四
句

「
俳
句
小
史

句
入
門
」・

〈
写
真

俳
声
会
第
二

吉
川
写
真
館

俳
談

第
二
回
俳
声
会
の

【
第
二
巻
第
二
号
（
明

二
十
日
発
行
）】

〈
広
告

祝
句
募
集

〈
広
告
「
女
芸
」
新

生
画
の
扇
地
紙

介
「
俳
声
」
総
目
次

）
＊
久
宝
（
三
句
）
＊
春
水
（
二
句

）
＊
如
竹
（
一
句
）
＊
山
閑
（
二
句

）
＊
長
秋
（
三
句
）
＊
五
風
（
三
句

）
＊
下
人
（
一
句
）
＊
珠
郎
（
五
句

）
＊
米
雫
（
三
句
）
＊
丹
鶴
（
三
句

」・
佐
藤
紅
緑
編
「
滑
稽
俳
句
集
」・

大
塚
甲
子
編
「
俳
句
選
」
内
外
出
版
協前

回
於
上
野
不
忍
池
畔
無
極
亭
閉
会
実

照
写

角
田
竹
冷
演
述
・
若
林
社
中
速

記

蓮
花
秋

治
三
十
五
年
二
月
十
九
日
印
刷
・
明

（
角
田
竹
冷
選
）・
十
千
万
堂
紅
葉
「
請前

進
館
・
山
田
三
子
編
「
蕪
村
俳
句
全

を
贈
呈
す
）

）））））

＊
四
丁

杏
艶
桃
嬌

愚
仏
（

竹
冷
（

盗
句
と
暗

高
浜
虚
子
著
「
俳

会の
二
（
＊
広
告
頁
）

況

上
野
広
小
路

（
＊
頁
数
無
）

記

一

三

剣

四

一
一

＊
秋
香

＊
枕
水

＊
可
月

＊
古
保

＊
青
瓢

髭
山
樵
話

俳
諧
写
生

治
三
十
五
年
二
月

寿
句
文
」

の
一
（
＊
広
告
頁
）

集
」・
佐
藤
紅
緑
編

＊
愛
桜

＊
好
月

＊
英
川

＊
清
泉

＊
和
声

＊
宕
山

＊
奇
山

（
＊
頁
数
無
）

＊
知
白

一

（
八
句
）

（
＊
俳
句
）

二
五
句
）・
松
宇
（
一
句
）・
無
黄
（
一

三
句
）

号
と
を
論
ず

（
一
句
）
＊
臥
泉
（
二
句
）
＊
白
堂

（
一
句
）
＊
湖
月
（
一
句
）
＊
秀
雅

（
二
句
）
＊
ゆ
き
え
（
一
句
）
＊
白

（
二
句
）
＊
金
巌
（
一
句
）
＊
露
文

（
二
句
）
＊
無
黄
（
一
句
）
＊
象
外山

帖 （
四
句
）
＊
寛
水
（
二
句
）
＊
一
声

（
三
句
）
＊
蓼
陵
（
三
句
）
＊
尺
予

（
二
句
）
＊
風
香
（
六
句
）
＊
江
鴉

（
三
句
）
＊
十
且
子
（
二
句
）
＊
知

（
一
句
）
＊
楓
里
（
三
句
）
＊
二
葉

（
一
句
）
＊
清
秀
（
四
句
）
＊
春
郊

（
一
句
）
＊
調
布
（
一
句
）
＊
松
宇

（
一
句
）
＊
可
蕭
（
一
句
）
＊
桜
月

六
三

二
二

五
句
）・

明
法
博
士

二
三

二
九

（
一
句
）

（
二
句
）

雉
（
一
句
）

（
一
句
）

（
一
句
）

猿
子
筆
記

一
二

一
七

四
丁
庵

一
八

二
一

（
二
句
）

（
三
句
）

（
一
句
）

笑
（
二
句
）

（
一
句
）

（
五
句
）

（
三
句
）

（
三
句
）



俳
声
同
人
選

雅
号
起
因
録
に
就

雅
号
起
因
録

武
津
禾
丁
・
相

文
廼
家
可
粛
・

青
草
・
内
藤
訥

細
草
新
花
（
端
書

募
集
画
題

雪

滄
海
拾
珠

題

老
鼠
堂
永
機
選

募
集
画
題

雪

無
彩
居
無
黄
選

募
集
画
題

雪

葉
書
投
句
（
春
季

〈
資
料
紹

（
＊
俳
句
）

竹
冷
（
七
句
）

句
相
撲

題

風

行
司

鵜
澤
四

募
集
画
題

雪

募
集
画
題

雪
て

竹
嶼

磯
青
瓢
・
と
み
を
・
臼
田
亜
浪
・
如
菊

鶉
山
居
抱
魚
・
春
舟
・
赤
松
枕
水
・
鈴

堂
・
木
村
露
文

投
書
）
（
＊
投
書
七
件
）

解

当
選
（
＊
画
）

閑

烟
（
春
季
）
（
＊
選
句
）

解

当
選
（
＊
画
）

木

解

当
選
（
＊
画
）

黙

混
題
）
（
＊
選
句
）

介
「
俳
声
」
総
目
次

（
春
季
）
（
＊
句
合
）

丁解

秀
逸
当
選
（
＊
画
）

洗

解

当
選
（
＊
画
）

宏

六
三

六
五

生

六
六

六
六

六
八

・木
枕
水
・

六
九

七
〇

新
刊
寄
贈

〈
広
告

雅
号

（
春を

呈

（
一

（
一葉

書

哉

四
五

四
七

五
五

枯

五
一

五
五

六
二

蛙

五
九

白
毫
社

第
七
回

吐
虹
会

鞍
馬
会

信
州
自

編
輯
室
の

俳
声
会
々

二
九

三
〇

四
六

美
（
＊
頁
数
無
）

碧

四
二

俳
況若

葉
会

如
水
会

青
春
会

青
梅
案

神
戸
水

書
目起

因
録
を
募
集
す
・
第
二
巻
第
三

季
）（
一
人
四
句
宛
（
各
天
位
へ
は
齋

し
地
人
へ
は
夏
炉
冬
扇
を
呈
す
）・

葉
四
句
宛
）・
句
相
撲
・
第
二
巻
四

人
四
句
宛
）（
各
三
光
へ
は
一
條
成
美

投
句

春
季
混
題
（
一
枚
四
句
宛

（
伊
藤
松
宇
先
生
選
）

吐
虹
会
（
角
田
竹
冷
先
生
選
）

第
七
回
席
上
俳
句
（
角
田
竹
冷
先
生
選

（
老
鼠
堂
永
機
宗
匠
選
）

然
会
支
部

破
几
に
り
て

（
無
署
名
）

則

俳
声
会

一

（
互
選
）

（
伊
藤
松
宇
先
生
選
）

山
子
吟
社

明
吟
社
第
四
回
小
集

後
の
三
（
＊
広
告
頁
）

号
分
俳
句
募
集

題

村

藤
松
洲
先
生
画
の
扇
地
紙

端
書
投
句

春
季
混
題

号
分

題

足
（
春
季
）

君
筆
画
葉
書
を
呈
す
）・

）・
句
相
撲
題

手
（
春

七
一

七
二

七
二

）

七
二

七
二

七
二

後
の
一
（
＊
広
告
頁
）

後
の
二

三
（
＊
広
告
頁
）

六
四

七
〇

七
〇

七
一

七
一

七
一

七
一



〈
資
料
紹

〈
写
真

其
角
嵐
雪
筆

俳
談
（
四
）

和
漢
学
者
の
眼
よ

春
遅
柳
暗
（
＊
俳

【
第
二
巻
三
号
（
明
治

十
日
発
行
）】

〈
広
告
「
俳
諧
書
類

〈
広
告
「
月
刊
文
芸

集

お
ぼ
ろ

俳
声
余
興
句
合
投

〈
広
告
「
文
学
雑
誌

俳
画
募
集

第
二

誌
一
頁
大
迄
）・

剛
山
房
主
人
選

画
の
扇
地
紙
を

季
）・
俳
句

介
「
俳
声
」
総
目
次

蹟
絵
表
装
二
幅
対
（
聴
雨
窓
竹
冷
先

角
田
竹
冷
演
述
・
若
林
社
中
速

り
見
た
る
俳
諧
（
承
前
）

伊
藤
松

句
）

三
十
五
年
三
月
十
九
日
印
刷
・
明
治

」
博
文
館

前

雑
誌

小
柴
舟
」・
長
谷
川
濤
涯
作

舟
」
駸
々
堂

前

吟
用
箋

文
海
」
交
友
会
・「
二
葉
」
二
葉
会後

巻
第
三
号
分

題

初
午
（
用
紙
薄
美

第
二
巻
第
四
号
分

題

端
午
（
大

秀
逸
に
当
選
し
た
る
分
に
は
賞
典
と
し

贈
呈
す
）

募
集
（
小
石
川
江
戸
川
行
燈
）

後
生
蔵
幅
）

（
＊
頁
数
無
）

記

一

五

宇

五

一
一

一
二

募
集
画

滄
海
拾
珠

伊
藤
松

募
集
画

川
村
黄

三
十
五
年
三
月
二

の
一
（
＊
広
告
頁
）

丹
羽
黙
仙
画
「
詩

の
二
（
＊
広
告
頁
）

小
波
（

紅
葉
（

雪
人
（

俳
諧
楽
屋

句
相
撲

判
者

募
集
画

（
＊
頁
数
無
）

の
六
（
＊
広
告
頁
）

濃
に
て
大
き
さ
本

き
さ
前
同
断
）
金

て
齋
藤
松
洲
先
生

（
＊
頁
数
無
）

無
黄
（

芝
居
の
脚

幽
々
（
画

新
撰
俳
諧

落
花
芳
草

永
機
（

野
老
（

の
四
（
＊
広
告
頁
）

愚
仏
（

一

題

初
午

秀
逸
（
＊
画
）

募
集
俳
句

題

村
（
春
季
）
（
＊

宇
選

題

初
午

当
選
（
＊
画
）

雨
選

二
句
）・
柳
浪
（
二
句
）・
思
案
（
二
句

二
句
）

三
句
）・
松
宇
（
三
句
）
（
＊
連
句
）

も
の
が
た
り
（
十
四
）

題

風
（
春
季
）
（
＊
句
合
）

森
無
黄

題

初
午

当
選
（
＊
画
）

四
句
）・
松
宇
（
四
句
）・
竹
冷
（
三
句

本
に
上
ほ
し
た
る
俳
人

日
記
）
第
二
信

百
人
一
首
（
十
二
）

（
＊
俳
句
）

八
句
）・
雪
人
（
二
句
）・
天
随
（
六
句

五
句
）・
九
華
（
八
句
）・
竹
嶼
（
一
句

二
三
句
）・
黄
雨
（
六
句
）・
竹
嶼
（
八

六
五

宏
碧
（
＊
頁
数
無
）

選
句
）

五
二

五
八

香
魚

五
五

五
八

六
九

）・行
々
子

二
七

二
八

五
二

洗
美

二
九

）松
田
竹
嶼

一
三

一
六

齊
藤
松
洲

一
七

二
一

井
上
秋
剣

二
一

二
五

二
六

）・）・ 句
）・



俳
況青

梅
案
山
子
吟

吐
虹
会
第
八
回

若
葉
会
（
互
選

白
毫
会
第
六
回

如
水
会
（
伊
藤

神
戸
水
明
吟
社

十
句
集

筑
波
会

五
丈
原
（
一
〇

可
拙
（
一
〇
句

雅
号
起
因
録

田
中
如
幻
・
藤

白
雉
・
宮
崎
千

百
花
繚
乱
（
葉
書

〈
資
料
紹

募
集
画
題

初

募
集
画
題

初

葉
書
投
句

春
季

俳
声
同
人
選

雨
滴
（
＊
俳
句
）

半
仙
（
四
句
）・社

（
鵜
澤
四
丁
先
生
選
）

句
集
（
角
田
竹
冷
先
生
選
）

）（
角
田
竹
冷
先
生
選
）

松
宇
先
生
選
）

第
五
回
小
集

（
＊
俳
句
）

句
）・
枯
雪
（
一
〇
句
）・
花
心
（
一
〇

）・
無
角
（
一
〇
句
）

堂
寒
布
・
萩
原
愛
桜
・
近
藤
幽
山
・
広

之
・
水
野
象
兒
・
植
田
卜
蛙
・
大
西
南

投
書
）
（
＊
投
書
七
件
）

介
「
俳
声
」
総
目
次

午

当
選
（
＊
画
）

松

午

当
選
（
＊
画
）

幾

混
題
（
＊
選
句
）

踈
山
（
三
句
）

七
七

七
七

七
八

七
八

七
八

七
八

七
九

題駕
籠

撲

〈
広
告
「
青

俳
声
余
興

〈
広
告
「
女

七
三

句
）・七

四

七
六

島
舜
花
・

水

七
六

七
七

鶴
岡
俳

編
輯
室
よ

俳
声
会
々

新
刊
寄
贈

〈
広
告

雅
号

（
春組

宛

風

六
三

六

六
九

七
〇

七
二

七
二

松
声
社

根
な
し

青
春
会

新
花
会

函
館
沐

二
葉
会

手
（
春
季
）・
第
二
巻
五
号
分

題

、
人
力
車
等
の
類

春
季
）・
葉
書

題
僧
（
春
季
）・
端
書
投
書
を
募
集
す

年
文
学
美
術
雑
誌

白
虹
」
白
虹
社
・

句
合
投
吟
用
箋

界
」
白
鳳
社

団
の
革
新

り
・
俳
声
会
開
会
報
告

俳
声
会

則

俳
声
会

書
目起

因
録
を
募
集
す
・
第
二
巻
第
四

季
）（
一
人
四
句
宛
）（
各
三
光
へ
は

を
呈
す
）・
葉
書
投
句

春
季
混
題

一

第
一
回

草
第
四
集

猴
舎

乗
物
（
自
動
車
、
馬
車
、

投
句

春
季
随
意
・
句
相

後
の
三
（
＊
広
告
頁
）

「
枕
詞
」
俳
声
発
行
所

後
の
四
（
＊
広
告
頁
）

（
＊
頁
数
無
）

後
の
六
（
＊
広
告
頁
）

八
〇

後
の
一
（
＊
広
告
頁
）

後
の
一

二
（
＊
広
告
頁
）

後
の
二

三
（
＊
広
告
頁
）

号
分
俳
句
募
集

題

足

一
條
成
美
君
筆
画
葉
書
一

（
一
枚
四
句
宛
）・
句
相
撲

六
六

七
九

七
九

七
九

七
九

七
九

八
〇

八
〇



〈
資
料
紹

＊
尾
崎
紅
葉
先

＊
伊
藤
松
宇
先

＊
森
無
黄
先
生

＊
角
田
竹
冷
先

俳
声
会
観
桜
俳
筵

〈
広
告
「
少
詩
人
」

〈
広
告
「
月
刊
文
芸

集

お
ぼ
ろ

〈
写
真

俳
声
会
催
江

俳
談
（
五
）

江
戸
河
畔
掛
燈
籠

誌
一
頁
大
迄
）・

剛
山
房
主
人
選

生
画
の
扇
地
紙

【
第
二
巻
四
号
（
明
治

五
日
発
行
）】

俳
画
募
集

第
二

介
「
俳
声
」
総
目
次

生
選
（
＊
選
句
）

生
選
（
＊
選
句
）

選

（
＊
選
句
）

生
選
（
＊
選
句
）

の
記

松
田
竹

俳
声
社

前

雑
誌

小
柴
舟
」・
長
谷
川
濤
涯
作

舟
」
駸
々
堂

前

戸
河
畔
掛
行
燈
之
実
景

会
員
露
竹

角
田
竹
冷
演
述
・
若
林
社
中
速

の
記

松
田
竹

第
二
巻
第
五
号
分

題

端
午
（
大

秀
逸
に
当
選
し
た
る
分
に
は
賞
典
と

を
贈
呈
す
）

三
十
五
年
四
月
廿
四
日
印
刷
・
明
治

巻
第
四
号
分

題

春
野
（
用
紙
薄
美

嶼

一
四

一
九

（
＊
俳
句
）

竹
冷
（
三

幽
々
（
画

新
撰
俳
諧

落
花
録

の
一
（
＊
広
告
頁
）

丹
羽
黙
仙
画
「
詩

の
二
（
＊
広
告
頁
）

君
照
写（

＊
頁
数
無
）

記

一

四

嶼

五

一
三

＊
竹
荘

＊
二
葉

＊
竹
嶼

傷
春
集

無
黄
（

烏
黒
（

西
眼
に
映

き
さ
前
同
断
）
金

し
て
齋
藤
松
洲
先

（
＊
頁
数
無
）

三
十
五
年
四
月
廿

＊
黄
雨

＊
可
粛

＊
素
水

＊
紫
竹

＊
楓
里

＊
草

＊
松
郷

濃
に
て
大
き
さ
本

於
当
日

一

句
）

日
記
）
第
三
信

百
人
一
首
（
十
三
）

（
＊
俳
句
）

（
一
句
）
＊
秋
光
（
一
句
）
＊
雪
山

（
二
句
）
＊
可
楽
（
一
句
）
＊
塵
山

（
三
句
）
＊
無
黄
（
三
句
）

（
＊
俳
句
）

八
句
）・
愚
仏
（
五
句
）・
松
宇
（
七
句

八
句
）・
竹
冷
（
四
句
）

じ
た
る
俳
諧

（
一
句
）
＊
天
随
（
四
句
）
＊
秋
剣

（
二
句
）
＊
蓼
陵
（
三
句
）
＊
雨
六

（
一
句
）
＊
幽
山
（
二
句
）
＊
春
郊

（
二
句
）
＊
豊
雅
（
二
句
）
＊
喬
嶽

（
二
句
）
＊
秋
暁
（
二
句
）
＊
愛
桜

（
二
句
）
＊
二
洲
（
二
句
）
＊
知
白

（
二
句
）
＊
古
保
（
一
句
）
＊
米
雫

梅
の
家
（
＊
画
）

六
七

二
六

齋
藤
松
洲

二
七

井
上
秋
剣

二
八

三
三

三
四

（
一
句
）

（
三
句
）

二
〇

）・鵜
澤
四
丁

二
一

二
六

（
二
句
）

（
三
句
）

（
二
句
）

（
二
句
）

（
二
句
）

（
二
句
）

（
二
句
）

素
洲
画

一
四

一
五



選
句
に
就
て
紅
葉

俳
句
相
撲

題

行
司

伊
藤
松

募
集
画
題

春

（
＊
画
）
丈
草

雅
号
起
因
録

飯
原
透
声
女
・

俳
諧
楽
屋
物
語

俳
声
会
例
会
広
告

赤
毛
布

募
集
画
題

春

募
集
俳
句

題

鵜
澤
四
丁
選

募
集
画
題

春

〈
資
料
紹

永
機
（
五
句
）・

風
香
（
三
句
）・

さ
か
え
（
二
句

香
村
（
二
句
）・

青
瓢
（
一
〇
句

募
集
画
題

春
先
生
よ
り
の
来
書

尾
崎
紅

手
（
＊
句
合
）

宇野

当
選
（
＊
画
）

洗

筆
蹟

（
無
署

新
田
二
洲
・
植
松
聴
雨
・
千
葉
木
舟
・

行
々

（
無
著雨

野

当
選
（
＊
画
）

芦

足
（
春
季
）

野

当
選
（
＊
画
）

蛍

介
「
俳
声
」
総
目
次

雪
人
（
二
句
）・
南
水
（
三
句
）・

塵
山
（
二
句
）・
草

三
句
）・

）・
好
月
（
二
句
）・
雲
外
（
二
句
）・

山
閑
（
二
句
）・
幽
山
（
二
句
）・

）野

秀
逸
当
選
（
＊
画
）

一
葉

四
六

四
七

六
九

美

五
五

名
）

五
七

七
〇

七
一

鈴
木
範
作
・

新
花
会

新
花
会

花
月
会

竹
声
会

聴
雨
窓

若
葉
会

牛
天
神

子

三
五

三
六

名
）

三
六

六

三
六

三
九

仙

三
七

四
〇

四
六

子

四
三

同
第
六

案
山
子

千
葉
あ

千
代
田

第
九
回

同
会
席

神
戸
水

楓
（
＊
頁
数
無
）

成
嶋
杜

葉
書
投
句

俳
声
同

は
が
き
投

俳
況
（
＊

鞍
馬
会

第
二
回
例
会
（
互
選
）

第
三
例
会
（
互
選
）

第
拾
弐
回
小
集

設
立

俳
席

（
互
選
）

奉
燈
句
集

回
（
伊
藤
松
宇
先
生
選
・
川
村
黄
雨
先

吟
社
句
集
（
鵜
澤
四
丁
先
生
選
）

な
め
会
（
瀧
川
愚
仏
先
生
選
）

会
互
選
集

吐
虹
会
（
角
田
竹
冷
先
生
選
）

上
俳
句
（
角
田
竹
冷
先
生
選
）

明
吟
社
第
六
回
小
集

一

有
・
齊
藤
香
村

（
春
季
混
題
）
（
＊
選
句
）

人
選

書
（
＊
投
書
一
二
件
）

彙
報
欄
）

第
五
回
（
角
田
竹
冷
先
生
選
）

七
九

七
九

七
九

八
〇

八
〇

八
〇

八
〇

八
〇

生
選
）

七
七

七
七

七
八

七
八

七
八

七
八

七
八

七
九

七
九

六
八

七
二

七
五

七
五

七
七

七
七



〈
資
料
紹

金
剛
山
房
主
人

先
生
画
の
扇
地

〈
広
告
「
壽
々
夢
詞

俳
声
余
興
句
合
投

〈
広
告
「
女
芸
」
新

俳
画
募
集

第
二

誌
一
頁
大
迄
）・

俳
声
会
々
則

新
刊
寄
贈
書
目

第
二
巻
第
五
号
分

類

春
季
）・
葉

募
集
俳
句

題

夏
季
混
題
・
句

編
輯
室
よ
り

介
「
俳
声
」
総
目
次

選

秀
逸
に
当
選
し
た
る
分
に
は
賞
典

紙
を
贈
呈
す
）

」
壽
々
夢
詞
会
・「
枕
詞
」
俳
声
発
行後

吟
用
箋

進
館
・「
佐
藤
紅
緑
新
著

俳
句
小
史後

巻
第
五
号
分

題

端
午
（
用
紙
薄
美

第
二
巻
第
六
号
分

題

夏
季
随
意

俳
声
会

後
の
一

後
の
二

俳
句
募
集

第

乗
物
（
自
動
車
、
馬

書
投
句
・
句
相
撲

題

僧
（
春
季

人
（
男
女
或
は
人
名
に
て
も
よ
し

相
撲

題

空
（
夏
季
）・
持
句
起
因後

（
無
署
名
）

後
と
し
て
齋
藤
松
洲

（
＊
頁
数
無
）

募
集
画

西
征
漫
吟

無
黄
（

俳
人
の
墳

募
集
俳
句

所の
四
（
＊
広
告
頁
）

（
＊
頁
数
無
）

」
内
外
出
版
協
会

の
六
（
＊
広
告
頁
）

濃
に
て
大
き
さ
本

（
大
き
さ
前
同
断
）

新
撰
俳
諧

春
秋
雑
詠

愚
仏
（

猿
男
（

竹
冷
（

俳
諧
楽
屋

俳
句
の
暗

二
（
＊
広
告
頁
）

三
（
＊
広
告
頁
）

車
、
駕
籠
、
舟
の

）・
第
二
巻
第
六
号

夏
季
）・
葉
書
投
句

録
募
集

の
三
（
＊
広
告
頁
）

廿
五
日
発
行

〈
写
真

次
郎

〈
広
告
「
夏

〈
広
告
「
月

俳
談
（
六

の
一
（
＊
広
告
頁
）

【
第
二
巻
第
五

一

題

端
午

当
選
（
＊
画
）

（
＊
俳
句
）

四
七
句
）

墓
題

乗
物
（
春
季
）
（
＊
選
句
）

百
人
一
首
（
十
四
）

（
＊
俳
句
）

一
四
句
）・
松
宇
（
三
句
）・
竹
嶼
（
八

三
句
）・
野
老
（
一
二
句
）・
無
黄
（
四

五
句
）

も
の
語

号 ）】兵
衛
筆
蹟

炉
冬
扇

第
三
版
」
俳
声
発
行
所
・「

刊
文
芸
雑
誌

文
芸
」
駸
々
堂

）

角
田
竹
冷
演
述
・
若
林

号
（
明
治
三
十
五
年
五
月
廿
四
日
印

六
九

松
風

一
六

一
八

旧
竹

一
九

二
〇

井
上
秋
剣

五

一
一

一
二

句
）・

句
）・行

々
子

一
三

一
四

松
田
竹
嶼

一
五

一
七

（
＊
頁
数
無
）

枕
詞
」
俳
声
発
行
所

前
の
一
（
＊
広
告
頁
）

前
の
二
（
＊
広
告
頁
）

社
中
速
記

一

四

刷
・
明
治
三
十
五
年
五
月



甲
東
（
一
句
）・

迂
外
（
二
句
）・

香
村
（
一
句
）・

巴
藤
（
三
句
）・

露
竹
（
二
句
）・

幽
山
（
二
句
）

は
が
き
投
書
（
＊

判
者

川
邨
黄

行
司

鵜
澤
四

詞
友
吟
（
＊
俳
句

湘
南
（
五
句
）・

紫
竹
（
二
句
）・

藤
陰
（
一
句
）・

義
丈
（
一
句
）・

〈
資
料
紹

瀧
川
愚
仏
選

森
無
黄
選

募
集
画
題

端

募
集
画
題

端

募
集
画
題

端

句
相
撲

題

僧
草

一
句
）・
清
秀
（
一
句
）・

雉
子
（
二
句
）・
雨
六
（
二
句
）・

紅
雨
（
二
句
）・
風
香
（
二
句
）・

望
東
（
二
句
）・
松
郷
（
一
句
）・

米
雫
（
二
句
）・
斯
光
（
二
句
）・

投
書
九
件
）

雨丁）山
閑
（
一
句
）・
四
男
（
二
句
）・

唖
然
（
一
句
）・
塵
山
（
一
句
）・

鶴
堂
（
二
句
）・
二
洲
（
二
句
）・

雲
外
（
一
句
）・
猿
馬
（
一
句
）・

介
「
俳
声
」
総
目
次

午

当
選
（
＊
画
）

厚
生

午

当
選
（
＊
画
）

秋

午

秀
逸
当
選
（
＊
画
）

蛍

（
春
季
）
（
＊
句
合
）

六
五

六
七

竹
声
会

山
彦
会

伊
豆
下

如
水
会

青
梅
案

神
戸
水

若
葉
会

四
一

五
四

五
四

六
三

六
四

＊
無
黄

＊
深
谷

俳
声
会

小
石
川

第
十
回

新
花
会

小
石
川

二
〇

三
〇

三
〇

四
〇

堂

二
一

琴

二
九

子

三
三

葉
書
投
句

俳
声
同

俳
声
会
例

俳
況川

上
三

秋
声
会

第
一
回
（
松
田
竹
嶼
選
）

第
二
回
（
松
田
竹
嶼
選
）

河
津
蛙
声
会
第
三
回
集
句
（
松
田
竹
嶼

（
伊
藤
松
宇
先
生
選
）

山
子
会
吟
社
句
集
（
鵜
澤
四
丁
先
生
選

明
吟
社
第
七
回
句
報

（
五
句
）
＊
無
雨
（
五
句
）
＊
竹
嶼

（
四
句
）
＊
松
宇
（
六
句
）
＊
竹
冷

小
集

槿
花
庵
小
集

吐
虹
会
句
集
（
角
田
竹
冷
先
生
選
）

牛
天
神
奉
燈
句
集
（
尾
崎
紅
葉
先
生
選 一

題

春
季
混
題
（
＊
選
句
）

人
選

会
広
告

暁
君
壽
親
祝
賀
句
集
（
角
田
竹
冷
先
生

小
集

七
三

七
三

選
）

七
三

七
三

七
四

）

七
四

七
四

七
五

七
五

（
五
句
）

（
五
句
）

七
一

七
一

七
二

七
二

）

七
二

七
三

七
〇

六
七

六
九

（
無
著
名
）

六
九

選
）

七
〇

七
〇

七
一



〈
資
料
紹

〈
広
告

「
近
江
か
ぶ

玄
声
」
玄
声

俳
画
募
集

第
二

さ
本
誌
一
頁
大

同
断
）
金
剛
山

季
）・
葉
書
投
句

七
号
募
集
俳
句

題
）・
句
相
撲
題

句
募
集

題

〈
広
告

「
同
志
文
学

良
」
軍
人
文

俳
声
余
興
句
合
投

筆
記
雑
誌

界

千
代
田
会
互
選

本
誌
遅
刊
の
御
断

俳
声
会
々
則

俳
声
会
同
人
消
息

新
刊
寄
贈
書
目

第
二
巻
第
六
号
募

顧
蘇
吟
社
互
選

介
「
俳
声
」
総
目
次

ら
」
近
江
吟
社
・「
俳
諧
妙
音
」
松
吟

社

後

巻
第
七
号
分

題

夏
季
随
意
（
用
紙

迄
）・
第
二
巻
第
八
号
分

題

秋
季

房
主
人
選

秀
逸
に
当
選
し
た
る
分

夏
季
混
題
・
句
相
撲

題

空
（

題

燈
（
夏
季
）（
一
人
四
句
宛
）・
葉

雨
（
夏

季
）・
持
句
起
因
録
募
集
・

当
季
随
意

後

」
同
志
文
学
社
・「
む
さ
し
の
」
東
洋

学
社

後

吟
用
箋

第
一
回
（
雲
操
居
松
宇
先
生
選
）

集り

（
無
署
名

俳
声
会

後

（
無
署
名
）
後
の
一後

集
句

題

人
（
男
女
或
は
人
名
に

集

会
・「
文
学
雑
誌

の
六
（
＊
広
告
頁
）

薄
美
濃
に
て
大
き

随
意
（
大
き
さ
前

に
は
賞
典
と
し
て

即
法
話

愚
仏
（

俳
諧
楽
屋

俳
声
会
例

俳
諧
去
年

夏
季
）・
第
二
巻
第

書
投
句
（
夏
季
混

民
声
新
報
所
載
俳

の
三
（
＊
広
告
頁
）

文
学
会
・「
左
久

の
四
（
＊
広
告
頁
）

（
＊
頁
数
無
）

〈
口
絵
（
＊

俳
諧
枕
詞

秋
声
会
小

竹
嶼
（

無
黄
（

鳥
黒
（

新
撰
俳
諧

七
五

七
五

七
六

）

七
六

の
一
（
＊
広
告
頁
）

二
（
＊
広
告
頁
）

の
二
（
＊
広
告
頁
）

て
も
よ
し
）（
夏

【
第
二
巻
第
六

卅
一
日
発
行

〈
広
告
「
日

〈
広
告
「
月

俳
声
第
二

七
五

齋
藤
松

一

（
＊
俳
句
）

二
七
句
）

物
語

会
報
告

の
夏

無
題
）

募
集

催

集
（
＊
俳
句
）

五
句
）・
愚
仏
（
四
句
）・
松
宇
（
四
句

五
句
）・
素
竹
（
一
句
）・
黄
雨
（
二
句

一
句
）

百
人
一
首
（
十
五
）

号
（
明
治
三
十
五
年
七
月
三
十
日
印

）】英
同
盟
記
念
懸
賞
俳
句
募
集
」

刊
文
芸
雑
誌

文
芸
」
駸
々
堂

巻
第
六
号
附
録
「
正
誤
」

洲
先
生
画
の
扇
地
紙
を
贈
呈
す
）

七
一

八

行
々
子

九

（
無
署
名
）

九

四
丁
庵

一
〇

一
二

齊
藤
松
洲
（
＊
頁
数
無
）

主

無
黄

一

三三

）・）・井
上
秋
剣

四

八

刷
・
明
治
三
十
五
年
七
月

前
の
一
（
＊
広
告
頁
）

前
の
二
（
＊
広
告
頁
）

（
＊
頁
数
無
）

（
＊
頁
数
無
）



行
司

井
上
秋

募
集
画
題

夏

募
集
画
題

夏

葉
書
投
句

題

俳
声
同
人
選

社
告

葉
書
投
書
（
＊
投

＊
素
竹
（
八
句

募
集
画
題

夏

募
集
俳
句

題

伊
藤
松
宇
選

募
集
画
題

夏

俳
句
相
撲

題

判
者

無
黄

〈
資
料
紹

＊
四
丁
（
六
句

俳
諧
空
談

句
相
撲
江
戸
力
士

秋
声
会
七
月
小
集

＊
烏
黒
（
八
句

＊
無
黄
（
八
句

剣季
乱
題

秀
逸
当
選
（
＊
画
）

頓

季
乱
題

当
選
（
＊
画
）

小

夏
季
混
題
（
＊
選
句
）

（
無
署

書
一
〇
件
）

）
＊
黄
雨
（
八
句
）

季

乱
題

当
選
（
＊
画
）

厚
生

人
（
夏
季
）
（
＊
選
句
）

季
乱
題

当
選
（
＊
画
）

廬

空
（
夏
季
）
（
＊
句
合
）

介
「
俳
声
」
総
目
次

）

城
南
隠

本
年
上
半
星
取
表

鶴

の
記

荼
毘

）
＊
竹
嶼
（
八
句
）
＊
不
曲
（
八
句

）
＊
松
宇
（
八
句
）
＊
残
花
（
八
句

四
三

五
二

作
（
＊
頁
数
無
）

蟹

四
二

五
三

五
五

名
）

五
五

五
六

五
七

俳
筵
即

う
つ
蝉

豊
声
社

祝
賀
俳

秋
声
会

編
輯
室
よ

俳
声
会
々

堂

二
六

二
九

三
一

仙

三
一

三
二

四
三

千
代
田

顧
蘇
吟

青
梅
案

神
戸
水

青
春
会

竹
馬
会

吐
虹
会

士

一
二

一
三

堂

一
四

二
五

庵

二
五

二
九

））

俳
況
（
＊

俳
声
会

若
葉
会

竹
声
会

竹
声
会

新
花
会

吟
（
松
田
竹
嶼
選
）

吟
社
第
一
回

第
一
次
会

筵小
集

り則

俳
声

会
互
選
集

社山
子
吟
社
（
四
丁
先
生
選
）

明
吟
社
第
拾
回

七
夕
祭
（
伊
藤
松
宇
先
生
選
）

第
十
一
回
（
森
無
黄
先
生
選
）

一

彙
報
欄
）

小
集

（
互
選
）

第
二
回
（
松
田
竹
嶼
選
・
川
村
烏
黒
先

第
三
回
（
伊
藤
松
宇
先
生
選

川
村
黄

六
二

六
三

六
三

六
三

六
三

六
三

松
田
竹
嶼

六
四

六
六

会

後
の
一
（
＊
広
告
頁
）

六
〇

六
〇

六
一

六
一

六
一

六
一

六
一

六
二

六
二

七
二

五
八

五
八

五
九

生
選

五
九

雨
先
生
選
）
五
九

六
〇

六
〇



〈
資
料
紹

齋
藤
松
洲
先
生

俳
声
余
興
句
合
投

〈
広
告
「
台
湾
文
芸

俳
画
募
集

第
二

さ
本
誌
一
頁
大

同
断
）
金
剛
山

第
二
巻
第
七
号
募

夏
季
混
題
（
一

撲

題

雨

句
宛
）・
葉
書
投

新
酒
或
は
濁
酒

〈
広
告
「
文
学
雑
誌

海
第
一
文
学

新
刊
寄
贈
書
目

介
「
俳
声
」
総
目
次

画
の
扇
地
紙
を
贈
呈
す
）

後

吟
用
箋

」
台
湾
文
芸
社
・「
同
志
文
学
」
同
志後

巻
第
七
号
分

題

夏
季
随
意
（
用
紙

迄
）・
第
二
巻
第
八
号
分

題

秋
季

房
主
人
選

秀
逸
に
当
選
し
た
る
分

集
句

題

燈
（
夏
季
）（
一
人
四
句

枚
四
句
宛
を
記
し
一
人
何
枚
に
て
も

（
夏
季
）・
第
二
巻
第
八
号
募
集
俳
句

句

題

秋
季
随
意
（
一
葉
四
句
宛

・
持
句
起
因
録
募
集

後

文
海
」
交
文
会
・「
俳
諧
雑
誌

妙

雑
誌

壽
々
夢
詞
臨
時
増
刊
青
す
だ 後

（
＊
頁
数
無
）

俳
声
同

納
涼

募
集
画

王
貞
白
六

黄
雨
（

の
四
（
＊
広
告
頁
）

（
＊
頁
数
無
）

文
学
社

の
六
（
＊
広
告
頁
）

薄
美
濃
に
て
大
き

随
意
（
大
き
さ
前

に
は
賞
典
と
し
て

森
猿
男

川
村
黄

森
猿
男

川
村
黄

募
集
画

俳
句
相
撲

判
者

宛
）・
葉
書
投
句

差
支
な
し
）・
句
相

題

雁
（
一
人
四

）・
句
相
撲

題

の
三
（
＊
広
告
頁
）

音
」
松
吟
会
・「
東

れ
」
壽
々
夢
詞
会

発
行
）】

〈
広
告
「
枕

〈
広
告
「
月

〈
口
絵
「
芭募

集

題

燈
（

の
二
（
＊
広
告
頁
）

【
第
二
巻
七
号

一

人
判

（
＊
画
）

夏
季
雑
題

当
選

（
＊
画
）

言
一
絶
を
句
頭
に
排
し
て
二
十
四
句
を

二
四
句
）

選雨
選

選雨
選夏

季
雑
題

当
選
（
＊
画
）

題

雨
（
夏
季
）
（
＊
句
合
）

四
丁

詞
俳
句
募
集
」・「
絵
葉
書
倶
楽
部
」

刊
雑
誌

文
芸
」
駸
々
堂

蕉
翁
画
像
」
齊
藤
松
洲
・「
芭
蕉
翁
画

文
）

夏
季
）
（
＊
選
句
）

（
明
治
三
十
五
年
九
月
三
十
日
印
刷

七
三

二
〇

三
四

山
中
古
洞

一
四

池
田
物
外

二
七

試
む
（
＊
俳
句
）

三
四 一一

一

三

三

七

羅
漢

七

八

二
〇

前
の
一
（
＊
広
告
頁
）

前
の
二
（
＊
広
告
頁
）

像
募
集
」
松
田
竹
嶼
（
＊

（
＊
頁
数
無
）

・
明
治
三
五
年
十
月
一
日



＊
無
黄
（
二
四

＊
烏
黒
（
二
句

（
＊
俳
句
）

松
宇
（
二
句
）

秋
声
会
八
月
小
集

＊
松
宇
（
三
句

＊
竹
嶼
（
一
句

俳
諧
楽
屋
物
語

俳
人
の
墳
墓
（
二

竹
冷
酔
月
当
選
賀

正
岡
子
規
子

く

＊
竹
冷
（
一
句

新
撰
俳
諧
百
人
一

北
総
紀
行
（
上
）

〈
資
料
紹

葉
書
投
句

題

俳
声
同
人
選

募
集
画

秋
季

募
集
画

夏
季

俳
諧
空
談

俳
声
会
例
会
報
告

句
）
＊
愚
仏
（
六
句
）
＊
黄
雨
（
六

）
＊
雨
石
（
二
句
）

松
田
竹

）
＊
無
黄
（
二
句
）
＊
愚
仏
（
一
句

）

行
々

）

林
旧

筵
の
記

松
田
竹竹

）首
（
一
六
）

井
上
秋

森
無

介
「
俳
声
」
総
目
次

夏
季
混
題
（
＊
選
句
）

雑
意
隨

秀
逸
（
＊
画
）

須
藤
寿

雑
題

当
選
（
＊
画
）

松
井
清

城
北
隠

（
無
署
名

句
）

五
九

嶼

五
九

六
一

）

竹
声
会

顧
蘇
吟

千
代
田

丹
波
柏

上
州
富

蛍
雪
会

案
山
子

子

四
一

四
二

竹

四
二

四
三

嶼

四
四

四
六

冷

四
七

剣

四
七

五
一

黄

五
一

五
九

葉
書
投
書

（
＊
俳
句
）

竹
嶼
（

俳
況
（
＊

俳
声
会

竹
声
会

白
毫
会

三
五

三
七

洞
（
＊
頁
数
無
）

泉

三
七

士

三
八

四
〇

）

四
〇

（
＊
俳
句
）

四
丁
（

作
句
起
因

河
内
幸

村
島
久

社
告

第
五
回
（
四
丁
先
生
選
）

社会
互
選
集

原
観
月
会
（
竹
嶼
選
）

岡
町
山
彦
会
（
竹
嶼
選
）

席
上
俳
句
（
無
黄
先
生
選
）

吟
社
（
四
丁
先
生
選
）

（
＊
投
書
九
件
）

五
句
）

彙
報
欄
）

小
集

第
四
回
（
瀧
川
愚
仏
先
生
選
・
松
田
竹

第
八
回
句
集
（
互
選
）

一

四
句
）・
芦
郷
（
二
句
）

録水
・
相
磯
青
瓢
・
湖
月
・
春
人
・
木
村

香

六
八

六
八

六
八

六
九

六
九

六
九

六
九

七
〇

七
〇

六
五

六
六

六
六

六
七

嶼
選
）

六
七

六
七

六
八

七
四

六
一

六
二

六
五

露
文
・
関
口
の
ぶ
子
・

（
無
署
名
）

六
五



〈
資
料
紹

〈
広
告
「
輪
友
」
輪

俳
声
余
興
句
合
投

〈
広
告
「
俳
諧
雑
誌

編
輯
室
よ
り

俳
声
会
々
則

新
刊
寄
贈
書
目

第
二
巻
第
八
号
募

秋
季
随
意
（
一

酒
・
第
二
巻
第

季
随
意
（
一
枚

案
山
子
吟
社
小

新
花
会
第
六
回

若
葉
会
（
互
選

若
葉
会
即
吟
（

春
秋
会

青
葉
会

岩
谷
小
波
君
の

案
山
子
吟
社
第

介
「
俳
声
」
総
目
次

後

友
社

後

吟
用
箋

妙
音
」
松
吟
社
・「
こ
ほ
れ
梅
」
関後

（
無
署
名

俳
声
会

後後

集
俳
句

題

雁
（
一
人
四
句
宛
）

枚
に
四
句
を
認
む
べ
し
）・
句
相
撲

九
号
募
集
俳
句

題

霜
又
は
雪
・
葉

四
句
宛
）・
句
相
撲

題

声
又
は
音

集
（
四
丁
先
生
判
）

）伊
藤
松
宇
先
生
選
）

帰
朝

八
回
句
集
（
四
丁
先
生
選
）

の
三
（
＊
広
告
頁
）

の
四
（
＊
広
告
頁
）

（
＊
頁
数
無
）

西
青
年
会
・
社
告

の
六
（
＊
広
告
頁
）

募
集
画

（
＊
俳
句
）

竹
冷
（

俳
談
（
七

募
集
画

）

七
二

の
一
（
＊
広
告
頁
）

の
二
（
＊
広
告
頁
）

・
葉
書
投
句

題

題

新
酒
或
は
濁

書
投
句

題

冬

（
冬
季
）

〈
広
告
「
蕉務

所

〈
広
告
「
懸

〈
口
絵
（
＊

句
合

題

行
司

無
黄
判

七
〇

七
一

七
一

七
一

七
一

七
一

七
一

さ
本
誌

断
）
金

松
洲
先

【
第
二
巻
八
号

十
日
発
行
）】

七
〇

俳
画
募
集

一

当
選

案
山
子
（
＊
画
）

五
句
）

）

角
田
竹
冷
演
述
・
若
林

当
選

秋
晴
（
＊
画
）

翁
画
像
募
集
」
松
田
竹
嶼
・「
会
員
募

・
収
芳
第
一
巻
懸
賞
募
集

賞
小
説
募
集

文
芸
」
駸
々
堂

無
題
）

濁
酒
又
は
新
酒
（
＊
句
合
）

川
邨
黄
雨

一
頁
大
迄
）・
第
二
巻
第
九
号
分

題

剛
山
房
主
人
選
秀
逸
に
当
選
し
た
る

生
画
の
扇
地
紙
を
贈
呈
す
）

（
明
治
三
十
五
年
十
二
月
九
日
印
刷

第
二
巻
第
八
号
分

題

秋
季
随
意

七
五

井
上
芦
仙

九
一
八

社
中
速
記

一
九

二
二

壽
洞

二
〇

集

収
芳
会
」
収
芳
会
事

前
の
一
（
＊
広
告
頁
）

前
の
二
（
＊
広
告
頁
）

齊
藤
松
州
（
＊
頁
数
無
）

一

一
一

一
一

一
八

馬
鹿
者
（
大
き
さ
前
同

分
に
は
賞
典
と
し
て
齋
藤

（
＊
頁
数
無
）

・
明
治
三
十
五
年
十
二
月

（
用
紙
薄
美
濃
に
て
大
き



青
梅
土
産

秋
声
会
の
句
を
読

俳
信

枕
詞
俳
句
披
露

雲
操
居
松
宇
選

稲
花
庵
黄
雨
選

六
彩
居
無
黄
選

俳
諧
楽
屋
物
語

秋
声
会
観
月
の
筵

＊
紅
葉
（
一
句

＊
松
宇
（
三
句

＊
烏
黒
（
二
句

＊
不
曲
（
二
句

俳
諧
空
談 〈

資
料
紹

枯
木
庵
即
興
（
＊

愚
仏
（
二
句
）・

無
黄
（
二
句
）・

新
選
俳
諧
百
人
一

（
＊
俳
句
）

竹
嶼
（
五
句
）・

荼
毘
庵
素

み
て

神
田
居
又

大
谷
素

（
＊
選
句
）

行
々

松
田
竹

）
＊
竹
嶼
（
二
句
）
＊
黄
雨
（
四
句

）
＊
酔
月
（
一
句
）
＊
茶
楽
（
二
句

）
＊
無
黄
（
四
句
）
＊
竹
冷
（
一
句

）
＊
四
丁
（
一
句
）
＊
花
底
（
二
句

城
北
隠

介
「
俳
声
」
総
目
次

俳
句
）

黄
雨
（
二
句
）・
松
宇
（
二
句
）・

烏
黒
（
二
句
）

首
（
一
七
）

井
上
秋

愚
仏
（
二
句
）・
黄
雨
（
一
句
）

竹

三
一

三
六

六

三
六

三
八

文

三
八

三
九

四
〇

四
〇

四
一

四
一

四
三

芭
蕉
木

杉
風
筆

芭
蕉
画

葉
書
投
書

募
集
画

俳
況
（
＊

清
閑
居

子

二
六

嶼

二
六

二
八

））））士

二
九

三
一

松
田
竹

芭
蕉
画

芭
蕉
木

月
刊
雑
誌

作
句
起
因

可
野
金

櫻
井
月

二
二

剣

二
三

二
五

二
五

募
集
画

募
集
俳
句

板
倉
酔

募
集
画

俳
声
会
開

葉
書
投
句

像
正
面

籟
齋
君
模
写
（
＊
画
）

芭
蕉
画
像
全
部
及
ひ
落
款
印
陰
実
大

像

杉
風
筆

小
林
鶯
里
君
寄
贈
（

（
＊
投
書
八
件
）

当
選

虫
聞
（
＊
画
）

彙
報
欄
）

席
上
吟

嶼
選

像

蒿
谷
筆

素
州
模
写
（
＊
画
）

造
全
身
及
ひ
側
面
頭
巾
の
頂
き
籟
齋
君

こ
ほ
れ
梅
俳
句
募
集

録月
・
帛
易
・
成
島
杜
有
・
有
泉
泣
月
・

華

一

秀
逸

当
選

銀
河
（
＊
画
）

題

雁
（
＊
選
句
）

月
選当

選

西
瓜
燈
籠
（
＊
画
）

会
に
就
て

題

秋
季
混
題
（
＊
選
句
）

五
五

（
＊
画
）

五
六

＊
画
）

五
七

五
八

六
一

金
井
生

五
九

六
二

五
一

五
三

五
二

模
写
（
＊
画
）

五
三

辻
来
雫

五
三

五
四

五
七

小
川
幽
峰
・

七
六香

魚
郎

四
一

四
三

五
〇

四
八

（
無
署
名
）

五
〇



〈
資
料
紹

東
水
居
席
上
吟

東
水
居
即
興

編
輯
室
よ
り

俳
声
会
々
則

新
刊
寄
贈
書
目

新
花
会
第
七
回

豊
声
社

観
楓
俳
筵

菊
見
吟
社
（
竹

丹
後
栗
の
穂
会

顧
蘇
吟
社
互
選

天
津
俳
楽
会

吐
虹
会
第
十
四

白
毫
会
第
十
一

案
山
子
吟
社
句

索
綯
吟
社
第
九

藜
会
第
一
回
（

若
葉
会
（
互
選

千
葉
あ
な
め
会

俳
声
会
小
集

介
「
俳
声
」
総
目
次

竹

俳
声
会

後後

嶼
選
）

集 回
（
竹
冷
先
生
選
）

回
（
松
宇
先
生
選
・
竹
冷
先
生
選
）

集
（
四
丁
先
生
選
）

回
（
竹
嶼
選
）

四
丁
先
生
選
）

）（
愚
仏
先
生
選
）

六
六

六
六

嶼

六
七

六
八

の
一
（
＊
広
告
頁
）

の
二
（
＊
広
告
頁
）

六
四

六
五

六
五

六
五

六
五

六
六

六
六

六
六

〈
広
告
「
明

俳
画
募
集

本
誌
一

前
同
断

て
齋
藤

六
三

六
三

六
三

六
四

六
四

六
四

六
四

六
四

宛
）・
葉

て
も
よ

俳
句
募

（
一
枚
四

跡
）

〈
広
告
「
女

俳
声
余
興

六
二

六
三

第
二
巻
第

一

星
」
桜
州
同
盟
会
・「
青
年
詞
藻
」
青

第
二
巻
第
九
号
分

題

馬
鹿
者

頁
大
迄
）・
第
二
巻
第
十
号
分

題

）
金
剛
山
房
主
人
選
（
秀
逸
に
当
選

松
洲
先
生
画
の
扇
地
紙
を
贈
呈
す
）

書
投
句

題

春
冬
季
随
意
（
一
枚

し
）・
句
相
撲

題

声
又
は
音
（
春

集

題

猫
恋
（
一
人
四
句
宛
）・
葉

句
宛
）・
句
相
撲
題

春
雨
・
短
文

芸
」
女
芸
学
会
・「
中
学
新
聞
」
秀
国

句
合
投
吟
用
箋

九
号
募
集
俳
句

題

霜
又
ハ
雪

万
七
七

年
詞
藻
社

後
の
六
（
＊
広
告
頁
）

（
用
紙
薄
美
濃
に
て
大
き
さ

目
出
た
き
も
の
（
大
き
さ

し
た
る
分
に
は
賞
典
と
し

（
＊
頁
数
無
）

四
句
宛
記
載
の
上
何
枚
に

季
冬
季
）・
第
二
巻
第
十
号

書
投
句

題

春
季
混
題

募
集
（
俳
諧
に
関
す
る
古

後
の
三
（
＊
広
告
頁
）

社

後
の
四
（
＊
広
告
頁
）

後
の
五
（
＊
広
告
頁
）

歳

陸
軍
始
（
一
人
四
句


